
はじめに

岐阜県博物館はII紹U51年5月、岐阜県I十年公園I和こ総合博物館として開館しました（、以来、岐阜県に関わり

のある人文、自然についての質料収集・整理・分類・保存、調奄研究を重ね、その成果を常設展示、特別展示、

資料紹介展示及び関連した講演会、観察会などの諸事業を適して広く県民への普及を匪Iってきました（、画境7年

7月にはマイ・ミュージアム棟が槽課されて、ハイ′トハイビジョン風土記「ひだ・みの紀行」やハイビジョン

翰正面制作システムなどの僧服機器を整備し、「であい楽しい情報ステーション」をキーワードに参加体験機能を

持つ博物館として拡充発展を図ってきましだ

当成12年度の夏季特別展「海を越えた明治－ヨーロッパが愛した焼き物の美－」では、中日新聞の共催を得

て、明治期にヨーロッパに輸出され珍重されだ士土焼きや陣浦焼きなどを紹介し、アメリカの博物館や中部や関

西の愛好家からも好評を得ることができました、展示期間中に開催した「万円博覧会の華　上告焼」名古屋旧譜

物館学芸員小川幹生氏、「世界に進出した美濃焼」多治見市文化財保護センター小木曽郁夫氏、「万国博覧会と日

本の工芸」東京国立博物館陶破室長伊藤嘉華氏の講演は、多くの熱心な聴衆を魅了しました。また、「染付（刷

版）の湯呑みをつくろう」、「亡霊のペンダントをつくろう」や「西浦の吹絵技法によるフェアリーランプの夕べ」

などの催しものもたいへん好評でした。

秋季特別展「すぼらしさ東涯の自然、再発亮一巨大とノキが見てきた生き物たち一」では、岐阜新聞・岐阜放

送の共催を得て、束濃地函まもとより、県内外から高い評価をいただくことができました。また、関連事業とし

て東涯地方で開催した自然観察会「サワキキョウを見る会」、「モウセンゴケのじゅうたんをのぞこう」や乗濃森

林管理署の皆さんによる「ヒノキのネームプレートつくり」、サイエンスワールドにおいて実施した「ワクワク草

木染め体験」などの催しものには予想を上回る多くの皆さんにご参加をいただき、自然に親しんでいただくこと

ができました、，

資料紹介展「はくせいはうんちしない～さるやきつねの巷－」、特別陳列「描かれた街道～山男、広重の中山道
～」、年間8回のマイミュージアムギャラリー展′iく、、i繍棋健で開催された（則）岐阜県文化財保護センター設

立10年の特別企画「いにしえの美濃と飛騨」などにつきましても、それぞれ特色のある展示とすることができま

した。資料収集では、初代・二代黒田作の「市川i、†廿郎代々」、加藤清止書状など59点、鳥類剥製標本、タルポ

サウルス頭骨など78点を購入しました、また、民俗、植物標本など多数の寄贈を得ることができましだ、また、

マイ・ミュージアムでは舘蔵資料のデータベース化も進みました。

平成12年度を通観してみると、夏季特別展、秋季特別展ともに新聞社との共催で、郷上のノ、瑠術的な調香研究

の成果を展′」くしたり、研究団体や地域の方々のご協力やご文接をいただいて現地で講座を開催するなど新しい取

り組みを進めました（さらに、県民の皆さんに気軽に参加していただき誰にでも楽しんでいただけるように、パ

ンズ・オンなどを取り入れた参加体験型の事業を増やしましだ，
、自戒13年度には、夏季特別展として、明治から昭利初期に日本、中山、朝鮮半島で収集されためずらしい鳥の

標本などを展示し、貰重な鳥類の生態や保護の実態を分かりやすく紹介する「あのころいた鳥～そういえばトキ

もおったげな～」、秋季特別展として、美濃でも舞台をつとめ、江戸時代を代表する歌舞伎役者といわれるL代目

市II冊廿邸の生涯をたどると共に彼の姿をよく脂いた浮世絵師・歌川III、憤、国芳の役者絵や木曾街道シリーズの

浮世絵を展′」する「L代書冊廿郡と国典、国芳一芝居、錦絵、申両道～」を計画しています。その他、資料紹介

展「ようこそ　石の世界へ！」、「わたしの徳山～増山だづ予の故郷の記録一」、11本まんなか共和国博物館交流

事業特別企画「信長、安上より来る一安上城考古博物飾所蔵品紹介展～」、（財）岐阜県文化財保護センターによ

る発掘速報展「いにしえの美濃と飛騨」などの企画展をはじめ、マイミュージアムギャラリーの展示、博物館講

座、講演会、たのしい博物館、自然観察会、特別行事なども計画しています（、また、県民がITの基礎技能を習得

することを目的とした岐阜県IT基碇技能講習会を、備品こおいても12講座予定しています）

ここに当成12年度の専業記録と、、自戒13年度の事業計画の概要を紹介する館報24号を刊行しましたく　ご高
I覧いただき、ご指導とご支接を賜りますようお願いいたします／，

ふやしたいね心の実物
、向或13年4月

岐阜県博物館長　高　橋　宏　之
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I　博　物　館　概　要

〔設置日的〕

岐甲1、しの人文、自然両分野にわたる諸賃料を公闘し、

併せて、教青普及活動を行うことにより広く県民の′、予習

の場となり、また文化財保護の紬神の油養に役立て、新

しい教養と文化の発根に冨Ifすることをi用勺とする）

〔基本的性格と方針〕
1　基本的性格

岐阜県の人文（考古、座I史、l彫俗、美術上芸）、

白妹　働物、植物、地辛）メ高二関する諸質料の収

集、保管、展示、調布研究およびそれらの活用を図

る総合i呼物朝一はする、

川村外の博物飾および相当施設との活発な交流を

図るとともに、本県の中火博物館としての役割を果

たすilJ容と設備を有する施設とするぅ
ノ千校教五・社会数台との密接な連勝を匡申）、利IiJ

者が某しく写習することができ、未来への研究心と

創造性を開発させるような′同町習習機関とする、
・　マルチメディアシステムを活用し、【ハイパーハ

イビジョン凪上記」を主とした地域出版や博物館質

料などの情服の収集、加i、発信、受信を行い、晴

耕化社会に用心したi掴勿鮎をIi揺す（、

質料の収集および保有並びに尿中に関する専剛的

な調布研究を描遊する

2　基本方針

（1）資料収集

県内の人文・自然等に匪上声る賓科を収集する（

質料は、実物を中心とするが、必要に）心じて厳密な

考古旧こ基づく復元槙型を合める、
ノ有贈、’，奇託、借用、購入等によ川収集する。，

（2）展示構成

展′高ま、常設展示と特別尿中とする、

常。勘尿示は、総合庚′」こと課題尿′」くとし、それぞれ人

文、自然の2部1回二伸ナるi総合展′高ま、だれにも親

しめるよう辛易な展′」こを心掛け、本県の歴史の発展の

蹴要と、口然環境の蹴要を理耕しやすく様小する、，課

題尿′」三は、向春において、前者よりやや高度なものと

する（，

特別展′高ま、特定の全面とテーマを設けて、極小を

する。

庚′」この方法は、（ア）生渥ノ予習の場として、幅広い

層に親しめる展示　（イ）資料の単なる羅列ではなく

ストーリー性のある展示　（ウ）各時代の特色やテー

マの本質をとらえた展示　（工）できる根り実物質料

の展′」くをするが、史に、図表、楳型等多種類の資料も

活用　（オ）視聴覚機器など劉机）入れ、見る人に撮

く証える，劉備　（カ）il用布で分かりやすい解説とす

る，

尿小室の主題と囚容は次のとおりである。

（1人文展示室1（人文総合尿′］く）

主題開；上のあゆみ」一つ京姉別tから近代、現代に

圭るまでの歴史の流れと、紳時代の粧色を分かりや

すく痕′子する、

〇人文展′」く享2（人文課題展′」く）

主題i郷上の民俗と美術i芸」－生色ある郷上の民

俗と美術工芸を部HL潮」、時代別に展示する

（‾）自然峡ノ］く室1（自然総合尿′Jく）

主題i郷士0川架とおいたち」－郷上の自然の航要

を／l態i軌こ分かりやすく塵小する（，

（‾男子常軌モ示字2（irl然課題展示）

主題i郷士のさまざまか′」然」一雄色ある自然物や

事象をテーマL旧こ系統的に展小する。

（う神明」展示零（特別尿示）

特定の企画とテ一一マを設けて年に数回」畏示する、，

（3）調査研究

i掴物館寮科に関する専i日用勺、技術的な調布研究

を行う、

i刷物飾質料の保省及び蝶示等に関する技術的な研

究を行う

（4）マイ・ミュージアム（マルチメディア情報センター）

・マイミュージアムギャラリー

個人などによって収集、所載されているコレクシ

ョンを公嗣股示する（，また、牛植字習の成果発表の

場など多様な活用を図り、県民文化の交流の拠点と

する。

・ハイビジョンホール

ハイパーハイビジョンl虫日二記「ひた・みの紀行」に

より、ii皮阜県の歴史、文化、産業、白殊などをハイビ

ジョンで捉供するほか、各種のハイビジョンソフトや

ハイビジョン放送を放映する。また、マルチメディア

II辞研幾器を活用し、各種の講演、71刑参会等の場とす

る。

・マルチメディアスタジオ

ハイパーハイビジョン風上記「ひた・みの紀行」を

一人ひとりが自在に検来し、栗しみながら学習できる

場とする（，

また、マルチメディア機器の利用提供や技術博文授

により県民のソフトづくりの上房（マルチメティアi

尻・ぎふ）としての役割を肱大する（，

－3－



〔沿革〕
和46年3月　岐里i日工年記念事業掘進委員

会において、博物鮎の建設を

法定
4月　教育委員会社会教肯課にi刷物

船印刷手当を肥置
6　－9月　博物鮎懇談会を設ける

昭和4T年4月　博物飾間設・甘帰寮を畳置娘小

委員会を設ける
昭和48年8月　起上式挙行

昭和4（川　3月　尿中実植計画樹立

10月　定碇式

昭和50年3月　展小i茸着手

7月　本館建築竣L

ii備旧i年1月　尿中日子完了

4月　岐i目黒博物館条例公布

岐阜県博物館設置

展示資料手製件完了
5月　剛鉦己念式姑挙行∴　一般公開

rI席　つ＼尿」・Iス宗一ソ栄

）祝モ）
7月　皇太子　同妃殿下行啓

8月　相川尿「ふるさとの文葉1

人飾者iO方大を突破
i（川　入館料徴収開始

11月　批川根「熊谷守　康」

昭fiはT年子Ii　特別展Iii本伝続l芸秀作彊）

入館者20力人を突破

7月　出別般』郷上の化石展」

11月　特別妓‖欽斎I

iiLi相i3年　4月　人飾者10力人を突破

持劫」尿ilI馴飛のii出1

7月　特別薬用界のコカネムシ」

1（用∴批別展同を面と装束」

昭和54年　4月　入館者40万人を突破

捕別庚l濃飛の先史時代」
7月　出川媒同姓の只1

10月　判別展i諜誹の文人」

11月「視覚障王者（他祭「1－ナーi

il情実

i硝iii4回　4月　出川蝶「誹硝：水と耀I撃落」

5月　人飾者50力人を突破

7月　用別姓「化石のi時日

1（用　杓川根「葉上中日／＼i

il納156年　4月　特別娘「美濃の絵，li，」

SII　入館者60方人を突破

7月　捕別尿「御岳山は／1きている」

i（川∴航別良「ふるさとの美濃吉岡」

昭和卵生　4月　桂川尿l詩仙IIの信仰I

入館者70方人を突破
7月　特別尿iふるさとの剛勿i

iO力　持別尿「東洋の貨幣l

昭和58年4月　糧川根「板目県の考古造物」

大姉者80方人を突破

現川痕「長良liii

i（用　持切」尿上郷）の′iんだ先覚者

ii梱15川4月　航別姓「波面の幽i凪／剛

特用尿iふるさとの昆虫」

人飾者90力人を矢板

iOII　ノ予習と、テオスタディニ仁一ナ

詰問

特用娘「諜飛の曲l羊」
i昭ii6両　4月　特別尿ill期的）縄文時代）

7月∴州別尿「鉱物のLil界」

J（用　出別妓I美濃の月初＿l

人件者iOO方人を突破

12月　Lrl無塵示圭Hを改装

昭和引年4日　特別尿l徳用の刑香と〈らし

7月∴粧別尿「期間騨／）i’軌＼i

Oli　人文奴中卒丁を改装

日用　開館101，出川己念式典を挙行

i刷白Ol，i同一記念庚「ふるさと

の祭日
H硝162年4月　出川尿「飛騨の弥′剛1位1

人飾者iiO力人ノ㍑突破

711特別尿　中外出から侵入した生

きものたちI

iOlj　特別展i飛騨互）lI日

用徳li囲民家移築複）し

昭和00年1月∴ri然娘′」く率丁を改装

4月　相即尿中零ショーーケース改修

料別尿iふるさとの湿原」

71I　中部未来I軒　88記念展l中山

道一美耀十六在」

日用　据別尿i中′i代の化石1

人臨幸白20力人を突破

十戒九年4月　特別尿「混飛の古墳時代1

7月　出川根上ふるさとの野鳥1

8月　1611恐竜足跡化川iiI帖」で発見

1（川　特別尿i移ろいゆく年中行十日

1川　Ii本′出潮オ間から匡日吉　回目（

県「層勿飾総合案向」4、000冊の

雷蝉を受ける
平成2年　4月　判別良1－臨Iiと流水1

7月　出川尿‖i’川iの白状I

r恐竜足跡化有レプリカ隙幕

式グリーーンアトベンチャー保

識設置（自供親祭のこみち）
（II畑I県博物館協議会に、I新し

い時代　県民ニースに対応で

きる剛勿鮪の在り方について）

佃）
人鮎者130力人を突破

i（用∴生別展i濃飛の仏像1

12月　収日用博物飾協譲会から中間

蓉Iii

平成1年3月　岐印，間物飾案国保巌を設置

4月∴判別庚「ふるさとの木の文化1

7月　牡別尿上ふるさとのiliiJ乳動物i

i（間　置県120年　収用弛児鳥姉妹

県雄略J20周年記念尿i鹿児

島－その日妹とl否吏－I

li月　入館者140方人を突破

1′成4年j月　収阜県博物飾協議会から　問

しい時代・県尺二一一ズに対応

するi即勿鮎の在り方についてi

答申
4月　特別展I飛騨のあけぼの　交読

‾jる縄文・古代人－i

7月　牡別痕i恐竜上回・」悲高一　謎

とし子ノンl

l（川　村刷展「近間こ輝く濃席の杵像」

十戒∵「年］用　人鮎者は0力人を突破

4月　眉間」尿iiと炎の芸術）

9月　2911大凧ま孔類足跡化石を美

濃加茂1年で発据
1（用　朽馴鹿「失われゆ〈植物」

li月iハイ／主つ、イビジョン凪†

記iイメーンシ＿I＿ミレーーンコ／

ソフトの完成
、面皮6年11120日マイ　ミューンアリ、棟起I式

3月　大型は孔類足跡化石を尿′1、

4月　特別尿iliiに′iきる－水運と

（作男l

8月　恐竜のi粒引用間で発見

Olj∴粧別尿1人l農用地の白状i

iO月　／＼鮎者100力人を突破

i2月　ユタ州訪問（化フェスタ●　95

歳小化石の借用、交流の耕運）

ー4－

当成7　上　月∴「ノイ　ミー∵一シソム裸11時）完成

ハイパー　ハイピン　すン凪上記

「ひた・みの紀子ii　美課略湘’ノ

ノト完成

4月　判別尿「肱十のl丸木舟、i

化ソースタ’（）5工ユタ州恐竜化

石を尿′」＼

7月　マイ・ミューーシ‾′ム　マルチメ

テ仁子情服センター）落成式欺

挙行∴　一役公開
8月　恐竜ゼミナールGtFU’％開聞

10月　雄川底「美濃・飛騨の古代史発

掘　律令国家の時代－＿l

人定子中記念「ii腔展目名

Li」l詰iiと具備）

県‾団′月　号として「マルチメデ

ィアi男・きふ」闇設

11月　日空シン木ジリム同州こおけ

る日空i

辛成8年5月　人鮎者170万人を突破

7月　剛腔Ol出目己念尿i想i色のふる

さとユタ1

8月　アメリカ金利車ユタ州ワリカム

ヤシク大／引用高地高層i′浩博物

館と友用親臨掴J式挙行
iOll　飛騨美濃合併12（出自l記念庚

「岐阜県の明冶細祈1
11月　飛騨美混合用120周年、記念「文

化誹流会I

、嗣両　作家　阿川弘∠氏

イ′i家　用伸十疹1㌔

中英9年り月　ハイハー　ハイビジー］ン凪I記

！ひだ・みの紀行i中日i道細ソ

フト完成

4月　特別尿i化と鳥のイリ＿」＿－／－」

ン一日）iO）′神目と芸術

9月　料別居i某日のふるさとl川畑

11月　大鮎者180力人を突破

欄格賞受賞
‘ゝノ

イ・ミューシナムi’　来るへき甲

紀の親しいi即勿鮪をii描し

こ」財中間、大日本博物鮎協会

表彰
同友i（川l月　ハイハ一つ、イピンIン凧†記

Iひだ　みの紀行l飛騨紅述

部口坑道編ソ‾ノト完成

千日サTのレ利一格槻木尿中

4月　ハイパーーヒシー）／凧）記　日）

だ　みの紀行」完成記念事業：

風上，己フ十一ラム　仁子ルーfメノー

イTで間へ引i畑iu）魅力」

7月　壮引用と十）のつのがぶとも－ノー

9月∴∴杭州皮i罷向へのいざない　白

日中経がし、」

間引i年7月　神川星i畑即時代一斗ン一丁ルと

手収中川の悪覚だら」
7月　人柄者100力人をノ突破

9月∴出川張出し聞出日大鮎者4力

人突破
10月　出川星i水とまつり　古代人の

研リI

iOlj li潮間朝iii腔艮一晩を水上刻

んでi

当歳）2年　7月　荘川星　間守雄っ′lU用言　二十

Tlソハが要した焼き物の実1

9月　出初」庚十十はらしさ申し訳の＝状

回発点上」i人ヒノ同い十てき／／ニ

生き物／こち

11月　人鮪者200力人を突破



〔施設・設備〕

博物館 ��

本館3階 

（ホ闇多念室1 休憩 

人文展示室2　　　　　ラウンジ 

マイ・ミュージアム 　4階 �����7X48�������<�¥ｩ5x麌��ﾒ�����;i<��gｸｭ�(､ｸ�X�(�X���X��=ﾉyR�

車　　　　　　　　　　　　　　　　庫 

マルチ ���788ﾘ6X4(�ｲ�

〕∴「 室 マイ・ミュージアム 3階 ����井�ｨ蓼蔗�

均整室ハイビジョン 　ホール 　／ 俾�)杏ﾈﾊb����ｨ爾��ﾙeﾘ���b���b���Tｨ��������

マイ・ミュージアム 　と階 �x��ﾌ�����gｹ¥ｨ､ｲ�

収曲 亦���N����ｸ蕀T��c����ｨ�檍ｽ����c9e�ｵ�H�9e��
●′・病因　　　　　　　　　　・i三濃さ葛音音88臆音容：案漢夏雲曇臆臆臆臆 

ガス漑室 

マイ・ミュージアム �&ﾈｧｹ�"�

1階 唯�

牟 

EV エント ランス ま二間 サービス 乘h�2�

ヤード ��b�R�

収 
）日l 

〃1 

ー5－



・主要書名及び面積

第　1　収　蔵　庫 �+X��3�H����ﾈ��､ｸ��4x986x8�985ビ�

一∴∴：∴∴一∴∴ 
ii第　5　収　蔵　庫1　55iO 劍�S8､ｸﾙﾈ7(5x8x98�r������������

酷詰 �1583．8 （∴まi／8．8 I95．4 目黒 I142．8 

lマルチメディアフ 4階惜∴築 

人　文　展　示　室I �942，2 �� 

人　文　展　示　室II 鼎s��C��

3階特別展示室 　∴「：：： �193．2 迄�������

：∴： 冓 i i 

2　館外施設

（1）自然観察のこみち

鮎内における“郷上の白然iiの尿示に対応し上陸策境

の中に生きた庚示として、季節とともに移り変わる自殊

のすがだを観察できるようにしたこみちである

全長約830mで、途中拙iiiiらし台が3ヶ所、万葉集の

柄物の茶巾、ツツジの群生地、1時囲、マンサクの林な

どが設けられている

なお、樹林の特徴などが掌習できるようゲ）－ンアド

ベンチャー常設コースとして、40本の樹木にQ＆Aパネ

ルを設置している

（2）旧徳山村民家

徳用ダム建設計準帥こ伴い、徳I両手は開村となり藤橋村

になったが、徳用の年活を後世に語り継ぐため、当時徳

I帰れ十人在住の宮川澄雄さんから家居V）提供を受け、昭

和62年10月78上　移築復元を完了したもので、生活用

具なども展示し、無料i帯板している。

∴． 冽x*h���X��)�ｸｭ��IoHｼ������������
寮素謡紫蘭擬態i 鰯 

■ ∴ 顛 剔渇皷��ﾇ 

擾綴畿 i議 

・一一く／杏の／）／r　餓融蒙。1－－ � ����

・／〈i／－／iY ∴、「∴ 亳8ｵｸ侍ﾉﾈ��� ����

：∴∴∴一∴ ��ｸ�X���R�剪�

ー6一

様　　式　木造かやぶき2階建、南平入り

十　　村　フナ・トチ

建　両種120．97nl一

廷　面　杭197．48古

間取　り∴ト図参照

建築年代　葉木からi川台初年ごみと雅定

屋　　根　入母屋、切申落とし窓つき

十三三千再訂t「肝‾1‾二千‾司 
ミズノく！ ）凍鳩）9 　5 　－－－－破調 ト　と （i i （：こ．＝“e要塞土 山1－ 

“”“－　　t“，r‾－ラ 　　　E（紙屋）ま 

i　　　　　　　　　‾天井‾ � 

吹抜／！玖波 剳ｨ種 種 

踊田目上／／一、、 

嵩＼天井／日‾－1」高 　　一費剤のちに新市坤亡物人物 一一一一＿　Y i誓／i 八i／i＼＼ ��ﾘ������頸� 

皿ⅢⅡ田山蒜重責百三三重言 

▲2膳間取り図



Ⅱ　平成13年度　組織・運営

〔組　織〕

1機構　　　　　　「工面三十一一一一　一一丁子重罰証亘「

匝＿二重∃

2　職員

「－亡互生直三二］

一一十亘＿生二重±］

土宝器

平成13年4月現在

槻　　名（坤当） 氏　　　　　名

鮪　　　　　　　　　長

〔管理部〕

据蘭訟部帰飾難問振
管理調整担当

課　　長∴∴初∴∴佐

i　　　　　　　　　査

高　僑∴宏∴∠

小　　　　正　道

職　　名（担当）

業　務　嘱　訂

′子　　芸　　部　　長

人文相当

課　　長　　補　　佐

課長補佐（考古）
ケ　　　（歴史）

（兼一　課長補佐（民俗）

主什（美術工芸）

自然担当
課　　長　　補　　佐

課長補佐（柄物）

氏　　　　　名 職　　名（担当）

子芸1両（地写）

工　　　作（動物）

幸芸嘱高貴（地l羊）
マイ・ミ十一シアム担当

，　芸　　工　　事

課　　長　　補　　佐

ノ羊∴∴i芸　　i　　事

数台普及用当

長　　補　　佐

）課長補　佐

芸　嘱　記∴員

坂　村　正　諺

鎌　出　藍∴疹

冨　間　　宮旧耶

戸　塚　蛤　男

〔事業計画〕
1展示活動

∴i∴∴言i∴∴「 弍ｨ��ｭB�i　な∴尿　示　向∴容 

】　　　　設　　　　張 �,ｨ��D��ri然展示室は「郷土の自然とおいたち」と「郷士のさまざまな白黙lをテーマに岐阜県 
の大地ができたようす、郷上の自然とあらまし、ふるさとの動物・植物・吉信を尿示。 

人文展′J雷は「郷上のあゆみ」と　団円土の民俗と美術上芸iをテーマに郷上の原姶時代 
から現砧二台る歴史的な道産や伝統的美術工芸品等を紹介（⊃ 

寄料維介展 iようこそ 滴���������X�｢�岐阜県向に分布する岩石をはじめ、化石や世界の鉱物、不忠譲な信など岐阜県博物鮪が 

収蔵している標本の中から魅力ある「石」を尿示する一　石の魅力をi′熔レ人lしの慎」がi） 

有の世界へ！i 度�繹��?ｩ?���｢�を通して紹介する。） 

夏季早朝I」尿 「あのこちいた蔦i 度��#��仞���｢����:��薄ﾈ�｢�明流か；川紹ii初期に日本、中L申．ロシア、朝鮮半島で収集されためずらしい鳥の樵本を 
中心にレッドデータブックに胸板されている鳥類の刑輿を展示し、貿重な中朝時）生態や 
保護の実態を分かりやすく紹介する。 

秋季持別棟 �.���3�?ｦ��｢�迄�紿�末����｢�江川子宮tを代表する歌舞伎役者、L代用問i川上郎は美濃でも舞台をつとめたいへんな 

iLlU出仕部と 剳]判を持たという1、彼の生涯をたどると只に、彼の姿をよく描いた歌川時貞、国）声）役 

国員、匡日月 剋ﾒ絵や木曽街道シリーーズの浮世絵を展示するi／ 

発掘速幸軌き iいにしえの美濃と 　　飛騨i ������x�偖ﾈ�｢�間つ　岐阜県文化財保護センタ一一が発掘調査・研究した美濃と飛潮時）遺跡に関わる質料 

12／16（Fl） �/�5x麌+X���������8鮑,ﾉ�ﾈ��,ﾉ�hｨ�.(+ｸ,ﾉGxﾆ�/���櫁+x.����2�

登料紹介展 ��(��#8�冦ｨ雕�｢�増出たづ子氏は長年にわたって故郷・旧徳川村の自然やそこで抹らしだ人々を写真に撮 

lわたしの徳山」 �(��8�末��｢�ってこられな〉氏から寄贈された貴重な写真パネルを塵示・紹介する（， 

日本まんなか共和国博物 館交流事業特別全面 �(�纔���8�｢�安士城考古博物館の所載品の中から、安上桃山時代の武）I汽つ文化に関わる文吉や総高i苫 

「∴ 「信長、安上より来る」 �8�謾����8�｢�籍、i子、信長・秀吉を申し、に歴史奇相を展小・紹介する。 

マイミュージアムギャラリー 侈xﾅｨ,ﾉ�h孰鬨��の成果としてのコレクションや作品を期間を決めて展示する1、，（次点卜‾表参照） 
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2　平成13年度の教育普及事業
iiii ��譏���飴ｲ������� 

「∴： ��収 彼 ���������ノJ： 間 � � 、i売　　　　　　　　　　　　時1日女子大i＼川l城川研究　　淀i 

10 儁�������� � 劔柚は　　　　　　　　　　　　　　　i同女子）、子故事∵川川十時∴二′ i） � 畑6ﾘ�(���

記，し　　Ⅵ ���般 �1　0 ��X,b���剪�

「∴ ／／20 （う，∴2：3 1 ‾i）‘ ー∴∴一言 〔）／／8 ） Lili l／1 120 ・）／へ 、） 「； 2，、／月 1（） 17 �� �����R���������������f飛��������3������3����������� 末迄�ｨ�b���4"���42�：∴ ヒ ＼ 鳴�

I吊り、上 ∴ 劔鳴� 鳴�i Jii 1日i ∴「 l iii十つl i 「∴ 

ハイ†二 劍�b� ��

＼／ iL′） �?ｨ���l �� 

曜 恢 1校 劔�� ��

「∴ i ii 俑2�口 冽��ﾆ末���ｦ��甲 

∵ ∴ ∴ 劔����� ��

1 ）川 ：「 又ﾂ�ｦ�"�i ��

1ii8 10 �� �?������x���i i �� 剪�

「：「 1／／28 、）／、） i l ／／＿I （ （）10 （）／／守一 T∴8 ：十 二： T／28 2（） 8／1 8／／ ∴：： 812 815 8／／lT 818 8／19 ） ）） l O∴‖ 11 1日 ll lL／21 ：＿∴∴『 ：：： 1／／5 113 1／／11 126 1 2／ ）） 「：：： ��R�,��被 服 J 航 I 偖ﾈvB����#R����ﾃ���蔘����3�����vH�r����������������������蔘��3���������������?������#���f飛�ﾄ��ﾄ��������#��#��#�����#��������#��：∴ 凵j ���� 

l 

料l 剪�

∴ ∴ � 

i ��������∴ ���8｣(����友曝����������������������������������ﾈ�ｦ侭�ﾘu��貳����亳ﾈ.��ﾈ���ﾂ�

∴ �������b���� ��R�

一位 劔'ﾉ��ﾈ��(��?���ｭI?ｨﾔ���6ﾘ*ﾘ.x�ｨ��������������������������������������������ﾉ:�鞍｢�

一般 剪�劔末��9?�侭.�,ﾈ�f几ﾉ�����������������������������������餮Fﾆﾉ?ｨ�����b�

中子 ��?｢���劔��

′ト ��X�������し ∴∴ 末��

根 粒 ��b�｢������亳y�ﾂ���ﾘ+R���稲X.����8�_ｸ,��������������������������������������������������������������綿ｭI[�8���

．∴ ∴∴ 剪�劔��

一般 剿��ノiLili ∴ ��剪ｬl ��

槻 箸�氓���剪���

）作 ��

「： 彼 4iL 凵P、つ1 凵u　　ノ′／／／／” 

∴∴： レナメナ（ 凵j、 ��｢�

女 ����鳴�w����6ﾘ������6ﾘ���������b�劍���亦�∴∴ l ��

規 持 ����h���L｢��b�Y���b�耳ﾕ｢����耳ﾜb��X�b��������������8�i�畏f��譏ﾕ��剪�

i ��剿�� 

相，ii 凵jは∵）くら）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l同∴点111二言 

1 ����IC7）川） � 

一般 剩ﾈ����

・般 剪�

：∴　∴∴∴∴∴∴　　　　　　　　　　　　　　　　　∴∴　∴∴∴ 

∴∴ 劍����,ﾈ*ﾘ���ｨﾍﾙ+ﾉ(h���ｨ��������������������������������������������������末綿�?����b�

規子 剪�劔��

牒 � 劔� 

∴ � 劔凵G 

l） 二）／0 5／／／6 8／2 9／／15 日／21 11i lL／il l／／（） ��∴ ∴ �3���3������h����3��3��������｢����C��� 劔刪鼈麝 

一般 剪�剪�

親子 ・般 剪�

l イ ��劔′，‾I一　（ 

一般 劔ヒ／ ��冓 

‘哉 i生以上 剿ﾂ��� 劔川 を弓 ��

一般 剪�劔��

一般 剩ﾈ�ﾆ����

－8



Ⅲ　平成12年度のあゆみ

〔職　員〕

1職員名簿

職　　名（坤一当） 倩�����������kﾂ�職　名　（担　当） 倩�����������kﾂ�椎　名　（用　当） 倩�����������kﾂ�

鮎　　　　　　　　　長 �,x�掩���u8�����〔辛芸部〕 ����掩����(�����写：∴i芸　i　　串 俔ﾘ��ﾏｸ��ﾉ)n浦B�

次　長　兼言総務課長 �兀����95b��駅�ﾄ湊w��守　　一ム　　部　　長 刮ﾛ長補佐兼教育普及係長 偖ﾈ���ｨ��������

〔総蕨課〕 刮ﾛ長補佐兼人文係長 ����68��自?ｨ����（兼）課長神　佑 乘����ﾈ��拉緬��

課長初値兼総務係長 刮ﾛ長補佐（歴史） 傴ﾈ��68���x��鰾�字∴芸嘱託∴貞 　∴ ��X���ﾈ�(��ｸﾈ��粕､ﾆ刔��

1　査 ／′ l　仕 偬�ﾈ�h肢���揵')uHｴ��m�8疫8���〟（考古） 凍）i写芸主事（1月侶 主事（美術上芸） 俥(�8���hﾕ�b��)m頴Xﾕ��ｮ(ﾛ&ﾉ�ﾂ���ﾆ���(h��?ｨ�X��8｢�

主　　　　　　　　　事 傅ﾈ��}���uｸﾘ��ﾂ�課長補佐兼自然係長 儁ﾘ��nﾈ��+ｨ�磯��

業∴棒∴唱∴雷∴員 ＼1 ∴ ノケ ノン ノシ 倡8ﾋIh9y育��憙ﾘxｴ冑r�ﾛ)w�h9z"�揵8xｴ儖ﾂ�ﾔｸ皐ｫ騷(���抦ﾋN��ｴ倡��課長補佐〈植物） ′羊芸主事（地乍つ 1位（動物） 宰一芸嘱託員（地享） マイ・ミュージアム係長 学‥∴∴芸i串 �$�ﾈﾔH�2��駅�oY5��o6薄��ﾈ耳爾��ﾉ�ｹ�I������ﾉ�9u��Eﾉ:�ﾉ[b�

2　異動

吐出　　十　　人　　部　　長　　　占　用　和　明

課長神目左様人文係長　　　長　嶋　俊　ノ∠

課　　長　　補　　佐∴∴　浅∴月　正　美

lr　　ム　i　　事∴∴安　腰　高　＜∠

1　　　　　　　　住　　高　橋　昭　人

退職　　業∴務　堀　語∴員　　池　村　る∴み

3　歴代館長名簿

在職期間（年度） 倩�����������kﾂ�

1 傴ｩ��S�D��小　　幡　　ノーJI、　良 

2 傴ｩ��S)D闔ｨ諸��SID��松　　尾　　克　　美 

3 傴ｩ���SYD闔ｨ諸��SiD��大　　橋　　桃芝浦 

4 傴ｩ��SyD闔ｨ諸����吋��十　　本∴1日∴i∴ 

5 傴ｩ��S僖��閤∴∴谷∴∴美智男 

6 傴ｩ��c�D闔ｨ諸��c�D��憤　　用　　照　　夫 

／ 傴ｩ��c)D闔ｨ諸��c9D��森　　崎　　利　　光 

ー9－

車ム人　　J　　去　　部　　長∴∴違i　榛　俊　治

課長神佑兼人文係長　　安　川　日　清

写：　去－∴∴工　　iJi iii　出　端　忠

幸∴∴芸　i　　山　　　江iI　健冶部

）　　　　　　　　査　　日　用　郁　子

新任　　業　務i嘱∴語∴員　　小　原　寅紀子

在職期間（年度） 倩�����������kﾂ�

8 兌ﾙ�ﾈﾋ9D���[ﾙ�ﾃ)D��伊　　膝　　秀　； 

9 兌ﾙ�ﾃ9D�-i���ﾃID��篠　　田　　幸　　男 

10 ���?ｩ�ﾃYD闔ｩ[ﾙ�ﾃiD��梯　iiI　勃津男 

11 ����ﾃyD�-i9i�ﾃ吋��清　　水　　成　　美 

12 �9i�ﾃ僖��ﾈ�閏ﾙ�ﾃ��D��回　　田　　　晃 

13 兌ﾙ�ﾃ��D���菇�ﾃ�)D��連　　騰　　祐　　神 



〔日誌抄〕
十戒12年度
（／上1「岐阜県博物飾搬」第23号発行

1　人事異動に伴う辞令交付
5　マイミ＿l－／アムギャラリーi漆喰彫刻

家紋の）、」「5月711－

8　賓料紹介尿「はくせいはう′告，しない　仁

6月llIi）

l（）たのしい剛勿蝕「観葉のニみちを歩こう11

22　だのしい†一冊勿鮎「ハイヒシュンでみる　ふ

るさと岐阜1

29　雄別1i事「グリーンアトベンチャー」

30　だのしい†別勿飾「火起、ニし器を件／）う1

5　3　特別行事「響けI和太鼓」

5　自然観察会Iワナをしかけて虫をつかまえ
よう〔しかナ〕」

6　博物館講座「ハートカi一一ビング敦零1、円

敦零2i

岐阜県博物館友の会総会
マイミュージアムギャラリー「文届け）世界

（－6月18日）

16　目映観察会「rjナをしかけて良をつかまえ

よう〔採集〕」
28　だのしいi朋勿館「化石をつくちう11

6　2　イコム日本委員会総会（於：東京）

10　博物館講I牢「ハイビジョン綱田を作ってみ

よう／l）」

10　第1回鳴物飽サポーター研修会

11　たのしい十掴勿館「観察のこみちを捗こう2」

18　左のしい博物館同句芸教室　茶碗をつくろ

う　午前の部・′十後の部」
24∴新収蔵品の紹介「ふるさとの浮世絡i仁7

1j91日

2／l　博物館講座「ハイピン＿」ン番組を作ってみ

よう21」

25　マイミューンアムギャラリー「小松松渓作

品展」（－8月6H）
27　日本†悟勿舘協会，，高親王会（於：東京）
28　全回「鞘勿鍾館長会談（於：東京）
29　全山料亭博物館協議会総会（於：東京〉

7　2　たのしい博物館「竹細i」

8　たのしい博物館「クイスで探検」

11－12　東海地i対事物館連絡

物館協会東海文部理事会・総会（於：梯決
心）

16　博物館講座「ハイビジョン番細を作ってみ

ようGjI

20　拭別展「海を越えた明活」仁9月10旧
22　だのしい博物館「のぞいてみよう某しいイ

ンターネノトの甲界」

23　だのしい博物館「染付の湯呑み（和服）を
つくろ引

29－30　たのしい博物館「恐竜ナイトノア一一・

夜の博物館探検」

協議会、日本晴
総会（於：梯浜

30　桂川嬢講演会1万回博覧会の葦　L’部和
浩∴5∴博物鮒講座「ハイビンゴン番組を作ってみ

ようバ」

6　朽州境講演会　同肘二進出しだ夫濃焼1
10　自然観祭会「「）十をしかけて良をつかまえ

よう2〔」がナ〕l

12　だの

13　マイ

物鮎i観禁のこみ子）を捗こう3l
ンアムキー、ラリー　中央山の中の

岐阜県」（∴　9月17日

13　博物飾講座　日〔捕手仁芸品に見る川歌文化の

交流1
15　マイミ＿仁一ンアムキャラリ当期通行事砂川ili

「ふるさとi　目映

16　マイミ＿一一シナムギャラリー関1層」判央画

「さくら」出火

17∴）だのしいii掴勿館「化石をつくろう2」

19　左のしい博物嬬iマルチメティナで調べよ

うIiI本の歴史」

20　牡別展講演会「jji判専覧会と日本のi芸」

24　日然観葉会「「／ナを」がナて山をつかまえ
よう2〔採集〕」

26　博物細浦擁「ハイとンコン番組を作ってみ

よう、5＼1

27　白然観察会「サ「／キキ≡Jウを見る会1

27　たのしい博物鮪「己′」の／＼／夕／トをつく

ろう　′再伸）部　†後の、i帥

9．2　たのしい博物飾「匹日南の）吹絵技法による7
－アi）一一ランプの夕へ」

3　Fl然観禁会iモリセンニIケのじゅうたんを

のぞこう1

10　だのしい†射勿飾「インタ一一ネノトで広がる

充実ライフ情調削
15　左のしい博物館「竹経をつくちう」

17　たのしい十即勿飾「ハイビンゴ／てみる　ふ

るさと岐阜1

2／l　特別展「寸はらしさ東濃の口外、再発見）
上11月26Ii）

26　マイミュージアムギャラリー「いにしえの

僅国I陶磁器文化の魅力」ト11月5Li1
26　だのしい†層勿飾「クイスで探検i博物鮎」

28　テレと電話を用いて坂向小字校との速隔疲

業を実施（1回il）
10．6　テレビ電話を用いて坂囚小字校との）却両受

業を実施　〈2回「l）
7∴粧別講演会iヒトノハタゴ（なんじゃもん

じゃ）の不思議1

8　たのしい博物飾「徳iJiの〈らしを体験しよ

う」

l／1　たのしい博物館「マルナメディアで植物リ

オノナ／ク1

15　だのしい博物飾iヒノ十の不一ムソレート
つく月

22　だのしい†層勿鮒「リグリグ草木染めの体験」

28　日然観察会「リナをしかけて良をつかまえ

よう：3〔しかけ〕i

12　3∴，たり）し

く）特別金
剛物娠

29　出初イ子自i化石ゼミナールl　化石をつく

ちつ」

29　特別行事　講演会i化石ゼミナール2・岐

阜が無情であったこち1
30　－11／l　東沖　二　日間助川1割余交l荊用を仝

i蛤：映し十日

11．3　第L川ii妓i目黒県肌用従科′；作品中i中城
－11月5li

、う∴粧別行串l五年全回・博物鮎ノを弓′口／よう1

、1l朝I行事i化Iiゼミナール：「化石をさが

そう1

6　友の会招。lル）旅（奈良、
8　全回炉吻飾り＼余（於：仙台向
ll lI果観葉会i十ノ十をしかけて点をつかまえ

よう：）〔招集〕1

12　‾、ノイ　ミ1－－シナムギャラリーiパンフラリ
ーの葉しみ」十一12月ITIl）

12∴γ二のしい幽か周一「あなたもそは∵日，名人」

12　だのしい剛勿飾1歳の造彫教卒1

19∴生母i服品貴会・文化講演会「束濃のミカ「）
ハイケイソウを探ん」

25　だのしい博物飾　十／ルイメティア昌鮎榛！

黒尾のii上界1

12　3　たのしい†粧勿鮎「（点こうき川中をつく／）う」

（肌　県文化勅保i瑳センターIiiii

にしえの美濃と飛騨ii．－3月5

日1

10　出別1両山繭，「賞ti縄文時代の両と《11）のくら

し1

17　人＿のしい出物鮎「わ屈伸　－i上月のl紺）を
つく′）う」

23　だのしい剛勿飾I化もらをつくち：‖

11　マイミl　シアムキ十ラリー－「葉しい甲界

の質料紹介塵∴′ン子細」十　2月1日

6　左のしい博物飾i観察のこみちを疾こう1
－し年ウウ　ノナ／ク1

7　特別1」事「巳年がゆ乞食へよう」

11∴出別命両腕寅会iみえてきた）、濃、l聞直［）

秦1

14　博物航臨i′「小一　ム／＼－　ン刷I′i講lノil」

28「別勿飾講座　同、一一ムヘーシ間作i酬I］1

2．111伏観察会（白年公向直）ハート1月／リーン
ク」

11　マイミュー　ジアムや子ラリーiテラ＿j／タ

の魅力i十3月2011、

博物II品榊′「示　－ムベ一一／間作満車；」

質料紹介l衰i描かれた征近」　3月間Il
だのしい博物飾1、日の〈引しを1相知しよう

第2回iii阜県博物飾り‾トークl州を余

博物飾講座「インタ　一年ノト技術の進化と

現状i
11　だのしい博物鮎i祝祭の、二み守）を捗こう5

18　博物飾講座「申中道と硝即日
25　左のしいii掴勿鮎iクイス高雄倹！冊か順一i

〔博物館協議会〕
当協議会は、博物館の運営に関し、館長の諮問に売、じ、また霊鳥lを述べる機関として、岐阜県博物館条例（昭和il年）第2

条及び第3条の規定に基づいて設置され、委員は次のとおりである（l

氏　　　　名 劔勤　務　先　　　　　「　　　　　　　　　　　　親　戚　名 

金　　川　　良　i 剪�（柘）岐阜新聞社 劍�����X�員ﾉ?ｨ�b�����

篠　　山 剪�l、揮交法人篠山ノ半開 劍*�*���� ��ｹv9,Xﾝ"�剪ｷ 会 

高　　木　　美ii 剋} 刳�月s立木之本小字校 劍ｷｨ��小十校校Ii 

甲Ii義 ◎‾上　唇 冤 芹 � 劍4ｨ984ｸ8ｸ�ｸ8�5ｨ6��劔協議会長 
－iAi／： 

i＼旦／い ��有 ��剪�白i姻†J役目irL＼長 長 

寺　　田　　　　　隆 劔NHK岐阜被う） �� 比┷ｯ)Xﾉ_ｨ�｢�劍�ｨ�2�

町　　同　　車 剪�l羊校法人宮11時： ��� 弍)Xﾈﾊx鍼+ﾆ��冓 亦�等半枚協会長 ili畑千丈神長 

用　　材　　和　　男 劔（株）申し席I世間 � ��凅x�ｩ(c�{ﾂ�冤 ����zr�鳴�

し十　lii　万　　年 劔岐阜大字 劍ｯ)Xﾉ�VﾉKﾉ�I{2�劔：∴？言上 

福　　川 俾"�刳�血ｧ†i掴勿舘友の会 劍ｯ)Xﾈ8｢�，刷物館） 劍,ﾈ檠+r�

〔）堀 儻b�刳�件落q大字 剿弍)Xﾈ����X鬨�r�劔+r�

渡　　辺　　文　　雄 劔揖斐Iii町大和公民館 劍ｯ)Xﾈﾊxﾏi�ﾉt磯ﾒ�劍ﾘx檠+r�

◎会長　○会長代珊

何期は平成12年7月26日へ、平成14年7月25日

〈「細別夫況〉

Ijil、同党12年iO月：‖i

場所　岐阜県博物館　講　膏

議　事・博物館の運営について
・－博物館の新しい読み－

ー10－

（十戒1引当月31現有　五i出川

8

　

4



〔実施事業の概要〕

当成12年皮の夏季特別展は、「海を越えた判高台－ヨ一

口ノバが愛した焼き物の美－」を開催した。、この特別尿

に展′」くされた陶磁器や巳宝椀は、明冶期に「1本で製作さ

れ、方国博覧会などをとおして欧米に輸出された作品

で、近年、逆輸入されたものである）これらの展小資料

の多くは、個人が一点、」高科を所有してみえるという

ものであったふ　これら　点、点を借用し、判に集め

て、明流の美意識と技をイ′1品に語らせた展示は、県民参

加型の展覧会に新たな可能性を′画愛した。

また、秋季特別展、iすぼらしさ東濃の自然、再発見
一巨大とノキが見てきた生き物たち－」は、担当者の緻

密な調布研究の成果を発表する調査研究報告展であっ

／こ、その中には、地域の研究団体や研究者の積椋的な協

力や提案がみられ、豊富な向春の尿′」くとなり来館者の多

くに好評を博したく　この尿覧会は、地域の多くの研究ボ

ランティアの協力が得られたという視点からみると、県

民の生涯′、背習やボランティ宮Il動を鮎川財こ取り込むと

いう新しい展覧会の在り方を示しだ，

いずれの星川展も、今後の当館の展示活動には、員重

な足跡となった（ノ

他方、本年度は特別展の藍視、茶巾、催し物の受付な

どにサボーターの参加がありこの面でも一歩前進したノ

1　調布研究活動

人文関係では、主に来年度秋季特別展「L代用、J廿部

とil直上il二間へ芝居、錯綜、申出亘へ」の準備調布と中

山道をテーマにした質料の調杏研究をすすめた（1

日妹関係では、来年度夏季特別根「あのころいた鳥－

そういえばトキもおったけな－」の準備調布を全国規般

ですすめた。また、恐竜学術調査団の県内手取層群の調

査を行った（，

2　展示活動

上の表に示すように、特別展2回、質料紹介展1回、

特別陳列1回、（財）岐阜県文化財保護センター主催の

特別企画展1回を開催した。また、マイミュージアムギ

ャラリーの展示を8回実施した。

3　資料収集活動

人文関係では、ふるさと岐印こ関連した浮世絵などの

美術質朴や徳川秀忠御回書及び加勝清正書状など歴史

資料を高二購入した。県民の方からは、旧徳山村の記録

写真、旧家に残された記録や書籍、民具、また、一昔前

の電化製品、能面の製作過程や体験宰胃に活用できる各

種の能面などの寄贈を受けた。

i′l然関係では、悪道化石質料タルポサウルス（レプリ

が、ブシックコサウルス（レプリカ）、翼竜化石資料夕

べジャラ（レプリカ）などを購入した。

また、県i）高’三相l物標本およそう，000点（整増車）を故

出廷夫氏より寄贈を受けた。その他、輔乳動物や両棲

類のオオサンショウオ等の苓膳を受けた。

4　教育普及活動

「たのしいi事物館」等年間71回の講座、観察会等を

実施した。iツナをしかけて虫をつかまえよう」など館周

辺の環境を生かした催し物の他、Iフェアリーランプの

夕べ」や巾クワク草木染め体験」などボランティアに

よる催し物や現地での体験′、営門が頼り入れられるなど新

しい読みがなされた。

平成12年11月5旧二は、入館者200方人を達成し、

その前後の入館者を合めて記念晶を贈呈したく，

∴　　　示　　　∴ 弍ｨ������ｭB�∴　　　∴　　　∴一　　　言 劔�?ﾈｭ倆)�B�

浩，皮膜 僖�������ｭB�主に、人文尿′」詰12の美術工芸及び、l引合質料の尿′」硝えをした－ 劔��

質料紹介庚 滴�繹���ﾃh�����山畑 劍ﾊx,�,ﾘ*B�4植類のほ乳類が生エロ＿いる、＼この紹介姐二は、44種70点を展示 ����3�#"�

iはくせいはうんらしな 凾ｵだ。この互 劔！塁上会では、剥製になった動物がなぜ命を落としたかを検証し、 
い」 � 冢ﾉ�i:饂�,h,ﾈ,(*ｸ*�*)_ｸ/�ﾖﾈ*h.�*ｸ,�*�*�,8��?ｨ/��ﾘ,�+ﾘ�2�

言出：∴ 度��#��ﾃ������ 冽��I�ﾙWｸ,ﾘｽ��8嶌/��ﾘ.���自_ｸ��処�ﾖｹ7��,�,x/�,h*�+X,IZ亥�,ﾉt��/��8+X+ﾘ�亦�剴���3�SB�

「海を越えだ帖台＿十ヨ一日 凾ｱの砧別痕では、100年の時間を経て＿出目）した焼き物（胸椎器し雷焼）をと 
ソパが憂しだ焼き物の）ニー 凾ｨして、近代日本を代表するl＿諦允i芸の美と匠の心を紹介しだ 

日用i」尿 祷��#8�ﾃ����)?���束濃は、分イ 劔ia）境界となる植物相も多く、《i同点も多いことからミカワバイケ 俣X��3S��

「すぼらしさ東根口供、 刄Cソリやシラクマ示シクサなどのiLi11有相を合み多様な植物分布が見られる。， 
1年発言l！1－1日大とノキ 凾ｱのような’ 劔1然浩かな束濃を、生き物の生悪や彬悪が分かる各種標本や質料 

が見てきた生き物たち－ 凾�nンズ・オンを合め多様に、親しみやすく紹介しな， 

出別企画 「い上こしえの美濃と飛騨」 末俣(���,ﾒ�間つii皮阜県 劔∴文化財保惟センターが、これまで10年i即二第据調査した遺跡を「il， �8��3���

朝日岐阜県文化財保謹セ ンター，浩iI十年のあし／高み＼ ��(�8�c��ﾆ����B�代の人々の／ 劔父流と地域の紬廿日　といつ視点から振り近年）、旧石器時‾’‾から 
近間までの代表的か旧∴鞘勿約800点を展示・紹介した． 

壮別i掠州 蝿,ﾔ�,ﾒ�(��#H���ﾃ8ﾈ��� 俑2��h���b�侭�ﾙ_ｸ,ﾈ+r�‾いた休硝封道六十九次」や歌川広重の「木曽海道六拾）L次」休 �8�C塔B�

問しかれた征近1 －I十方i広重のi中ii道－ 劔��ﾈ���Y?����������」など、美濃上六宿の宿場や衝道を描いた絵画質料等をとおして 

汗l 凵AJ 僞ｨ�9(h.){x,ﾉvﾈ��/���櫁+X,��2�

マイ　ミ＿仁一シナムギャラリーー 買�(�����,ﾒ�iメ 凵h喰IiiJ2刻i 剿艪ﾌ美1時／5一一3／7）　文庫の世界　　　　　は／14－6／18） ��cX�3##r�

ー関ケ原合当 劔待）武将たち一　　　　　　　　一文事で見る11本の近・現代史－ 

′車 劍鉙ﾆｸﾞﾈ�6��ﾂ��y(cx�ｩ�b�畏∴∴∴∴∴冗／2iへ8／6）　映画の中の岐阜県　　（8／i書へγ17） 

：んだTl＼直湊－　　　　　　　一肌11時ポスターコレクションー 

4／5－　3／20 �*(,�+X*h,ﾈ鍈�劍�闔ｨ����ｾX������������������������X�ﾗ�ｭ鞋9[h峙��ｩj9|ﾘ��7�987H8��X���ﾃ��ｨ愃+X-ﾘ�末����(�ﾃ�(���x�｢�

（9／23－－－ilパ）－貼上し1、つくる化の魅力一 束しい1時車7）寮料紹介尿　　　テラコッタの魅力　〈2／iト3／20） 

ーアジア裾一一　　　　日／4－2／4）　　　－ぬくもりある上の造I彰英一一 
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平成12年度夏季特別展

1　展覧会名称

「海を越えが凧台～ヨーロッパが愛した焼き物の美へ」

2　開催期間

平成12年7月20日（木・祝）～9月1（川（‖）

3　趣　　旨

明治政府は、欧米先進国の科字技術を積極的に導入し

て近代化を図る一方、方円博覧会などを通して物産の輸

出・外貨の獲得を促進した。日本からの輸出品の中でも

特に優雅で繊細な上芸品は、欧米先進国の人々から世界

最高水準の美術工芸品として高い評価を得るとともに、

美的姉奇心や感性を大いに勅赦して芸術活動に多大な影

響を与えた。

本展覧会では、百年の時を経て里帰りした故郷岐阜や

同時代の全国各地の焼き物（陶磁器及びと宝焼）を通し

て、明治時代のH本が欧米の人々を魅了したにもかかわ

らず、これまでほとんど知られていなかった近代山本を

代表する美術上芸品の美と技と心を紹介する機会とした。

4　展示内容

本展覧会は4つのコーナーによって棉成し、明治を代

表する焼き物の美しさ、職人の技と感性のすぼらしさを

入館者に感じとっていただけるよう展示した。

白）明治の殖産興業

殖産興業をはじめ、jj国博覧会やij亜I勧業博覧会に関

する資料を展示した。
・明治の文明開化を示す引札

・生糸やマッチの商標

・イタリア方†部こおける両香堂本舗の柿半葵の賞状

・仏ハノイ博覧会における赤塚源八聞古の和傘の賞状

・第5回回国勧業博（大阪）の案同園　など

（2）明治の美濃・瀬lr

美濃や瀬戸で制作されて海外に輸出された数々の名品

や、美濃で開発された技法による量産品（いわゆる印版

手）を展示した。
・染付孔雀図花瓶

銘：日本美混同加藤ll輔造

多冶見直教育委員会蔵
・櫨絵芙蓉図花瓶

銘：美濃1硝屯　など

染付草花文獣耳付花瓶

－12－

（3）明治の七l高批

名古屋や愛知県品川∴京都などで制作されて海外に

輸出された数々の名品を展示した。、
・磁胎蝋姑文瓶

銘：大日本愛知県卜　磁器引、●発明人

吉間自重精道

東京国立博物館蔵
・磁胎北），早耳文化瓶

銘：大日本間洋仕　丁大竹ノ囚

名古屋i出勤勿館蔵など

（4）海外に知られた明流の名品

数々の「副寮的な博覧会で入賞を果たし、欧米先進国に

知れ渡った全国各地の名工の作品を展示した（，
・色絵居人物図二足香炉

銘：帯川

京都府立総合質料館歳

京都文化博物館管理
・時代絵巻香炉

銘：京都前川
・百軍文耳付大壷

名古屋直博物館歳など

5　関連事業
・7／／20（木）博物館講座

「i凧台　新しい時代の到来」

当館宰芸員
・7／23（□）たのしい博物館

「染付（出版）の湯呑みをつくろう」

陶芸家　　　　　　　　小林　っ憂氏

・7／30（H）舶用展講演会

「方曲事覧会の革　L雷焼＿］

名古屋吊博物館羊芸員　小川　幹月氏
・8／6（用　特別展講演会

「世界に進出した美濃焼」

多治見直文化財保護センター
ノ予芸貝　　　　　　　　小木曽郁夫氏

・8／13（＝）博物館講座

「美術工芸i品こ見るTl欧文化の交流l

近代日本美術上芸研究会

三輪　芳明氏
・8／／20（口）特別展講演会

「万国蒔覧会と日本の工芸」

東京国立剛雛和知菟室長

I用泰∴嘉iL圭氏
・8／27（日）たのしい増物飾

「実演会　七宝の制作」

「七宝のペンダントをつくろうi

尾張近代口、研究会のみなさん
・9／2（十）たのしい博物館

「西浦の吹絵技法によるフ＿「＿アリーランプの夕べ」

近代日本美術L芸研究会

）こ濃加茂吊、iI加茂野小′、習交



〔秋季特別展〕

「すぼらしさ東濃の自然、再発見
～巨大ヒノキが見てきた生き物たち～」

平成12年9月23日（土・祝）～11月26日（日）

東濃は、暖かい地方に分布の中心をもつ植物と寒い地

方に分布の中心をもつ植物との接点にもなっており、植

物の種類は実に多様です。またこの地方にはシデコブシ

をはじめとしてハナノキやヒトツバクゴといった他地域

ではほとんど見られないめずらしい植物が残っています「、

きちには、湿地が多くシラクマホシクサやミカウバイケ

イソウに代表される伊勢湾を取り囲むように分布する植

物も見られます。

このような自然豊かな束濃を、恵那山やその周囲をと

りまく湿地で見られる星き物の星態や彬態がわかる各種

の標本資料を適して紹介しました。

また、つい最近になって恵那iiiで巨大とノキが見つか

ったことから「神政大檜」を体験型レプリカで紹介した

り、植物とのふれあいができる各コーナーを設置したり

といった体感できる展示を通して、自然とのふれあいの

すぼらしさを紹介しました。

「神坂大橋」の体験型レプリカ

展′所帯戌は次の6つになっています。）

①富夫とノキを育んだl当然環境

（2）巨大とノキが見てきた注目したい柄物

G）同＼ヒノキが見てきた忠邦同の植物

④寡夫とノキが見てきた湿地の植物

（軌］大とノキが見てきた多様な生き物

⑥巨大とノキが見てきた人と植物とのかかわり

それぞれの大まかな展示囚容を紹介します。

①巨大ヒノキを育んだ自然環境

恵那山の標高日00m付近にそびえ立つ袖坂大槍。推

定榔給千一年、高さ25m、幹回りは7．5mです。そのヒノ

キの地上3mまでのレプリカが出迎え、腕をのばしてそ

の大きさを体験したり、うろの中にはいったV）できるよ

うに工夫しました。ここでは、このような巨大ヒノキを

育んだ束濃の地質（地形）、気象、植生、植物相などを
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ランドサットの画像を数多く使って紹介しました。

②巨大ヒノキが見てきた注目したい植物

伊勢湾を取り囲むように分有する植物たちをはじめ、

日本における分布範囲の端になっていたり、現在までに

県i）仁科ま束濃でのみ碓認されるなど、分布の上で興味深

い特徴的な植物を紹介しました（，

ii／鉱 �� �� 迄ｽ顋����,ﾙyS������ｨ8-6���� 

：　∴ 

醗 劍����������1線 ���������ﾋ����J�:9�ｸｽ驢"�〔維‾in �� 

ー∴ � 僮ﾒ�劔 

1999年に東濃で発見され

東濃と名がついたトウノウネコノメ

③巨大ヒノキが見てきた恵那山の植物

美濃の最i副峰、恵那仙ま2，190mあります。高帖昔を

のぞく、低地丘陵精一亜高山帯までがそろっていますの

で、上申二している植物の種類数も多いです。ここでは忠

邦両をほほ南限としているオサバグサなどの植物を紹介

したり、恵那山を山頂、中腹、ふもとの3つの区域に分

けてそこで見られる代表的な植物を紹介しました。まる

で恵那山の中頂から柄物を見ながら下山しているような

気分になるように工夫しました。

④巨大ヒノキが見てきた湿地の植物

束濃地域は湿地が非常に多く、束濃地域全体では、雄

定で1，000個を超える数になると予想できます。また、

湿地の形としては、大きくは2型あることがわかってき

ました。一つは丘陵地の浸食の及んでいない小谷（水

路）です。ここにはシデコブシ、ハナノキなどの湿地に

特異「用二川現する種が自生しています。，もう　つは、わ

き出した地1、水が、基盤の若石や粘」二層の上にある砂礫

の地表面（上肢砂礫層）を絶えず流れるようなところで

す。ここではシラタマホシクサ、モウセンゴケなどが自

生しています。これらの湿地を代表する植物を季飾ごと

に標本で紹介しました。

懇 偸姶ﾈﾄR�������� 

61。琵詰 ∴． 「∴ ／i∴ ／／ ���&��∴∴ ‾撥嶽 筏 

∴∴十㌧∴ 　∴ ���ｩ�x���������h���∴／／ ；雛 菊 

／響 �� ��

湿地のレプリカ（シラタマホシクサ等）



／⑧巨大ヒノキか見てきた多様な生き物

植物だけでなくここでは東濃で見られる動物、たとえ

ば、ツキノウグマとかニホンカモシカといった大きな動

物から、湿地で見られるハッチョウトンボといった小

さな昆虫まで幅広く多様か上き物の姿を羅介しました。

毎）巨大ヒノキか見てきた人と植物とのかかわり

このコーナーは「生活と結びついたii懐と薬草」i植

物辛者、三好宰」「木と共に暮らす」の3つに分かれて

います。恥にこの中の「木と共に暮らす」のコーナーと

関連して5つの体験コーナーを設けました。
・考えるコーナー・・実や種にさわって、どんな植物

のものなのかを考えるコーナー

・たたく・かぐコーナー・・木の仮をたたいた音を聞

き分けたり、木のにおいをかいた

りするコーナー

・さわるコーナー・・木にぎわって、木肌のようすを

感じ取るコーナー
・くつろぐコーナー・・束濃の草化を美しい映像での

んびりと見るコーナー

・あそ／iくコーナー・・束濃のヒノキで作ったいろいろ

なおもちゃと遊ぶコーナー。

体験コーナーのようす

［関連事業］

8月27日

自然観察会「サワキキョウを見る会」

場所：根ノ上潮周囲（中津川面）

9月3H（口）

自然観察会「モウセンコケのじゅうたんをのぞこう」

場所：中津川面鉱物博物館の刷珂「夜明けの森」

10月1日（日）

特別展講演会

「ヒトツバタゴ（なんじゃもんじゃ）の不思議」

講師：太田敬久さん（相同女学園大学名誉教授）

10月15日（日）

たのしい博物館「ヒノキのネームプレートづくり」

場所：束濃森林管理署（付知町）

10月22日（口）

たのしい博物館「ワクワク草木染め体験」

場所：サイエンスワールド（端波高）

ー14－

ll）白2日（＝）

たのしい博物館「あなたもそばうち名人」

場所：アグ）パーク忠邦総合管理センター

11月19日　用）

特別展講演会「東濃のミカワバイケイソウを探る」

講師：高橋　私さん（岐阜大子教採）

平成12年度資料紹介展

1　展示会名称

「はくせいはうんちしないへざるやきつねの巷、1

2　開催期間

辛成12年4月8日（上）－6月日日（十日

3　趣　　旨

岐阜県には約50相のii障L類が生患しています、，このう

ち、博物館では希少なコウモリ類とモグラ類、すでに絶

滅した種類を除き、すべて標本としてI‾帰歳しています

これらの多くは交通i旧友あるいは硝凧こより、不幸にも

命を落とした町障L類から作製されました

近年、「1本においてもIr熔瑞境へのI期し、が今まで以上

に高まっています、、その中で、開発による生忠地の分

廟、在来の生物を脅かす帰化生物の増加などのさまざま

な問題が浮士し、野生生物とどのように関わるべきなの

か真剣に論譲されています（、

今回の紹介展では、博物鮎が所載する帖孔類の剥梁根

本を多数損示しましたr　それと同時に命を落とした＝帰し

類が博物飾こ運ばれ、質料となる週桂を紹介することで、

野生／出勿とのつきあいかたを考える機会をもうけました

4　展示構成

（l）うしのなかま、（、2）ねこのなかま、は）ざるのながま、

iのiうさぎのなかま、（♪ねずみのながま、

1、で）もぐらのなかま、i〔7）こうもりのなかま

写真2（展示風景－2）



特別陳列

描かれた街道一国芳・広重の中山道～

1　展覧会名称

「出川練列　措かれた軌道言下、1万・広重の中情事へ」

2　開催期間

辛成ly年2月2日i（上）－3月31日（上）

（期間中　▲部展示替え：

前期2／24－3／14、後期3／15へ－3／31）

3　趣　　旨

現代の日本では経済的な浩かさと余暇の増大を背景

に、旅行への関心、が高まっている。ある統計によると、

当歳11年の1年間に何らかの理由で日本から海外へ出

かけた人の数は1千6白万人を超えたそうだ，

実は江戸時代にも、梢に文化・文政期　日804－30年）

以降、今日と同じように旅行がにわかにフームとなって

いた。もともとは信仰にはじまった尺衆の旅だったが、

天上秦半のi凧こあって、交通システムが整備され、浮世

給や道中記、名所記など人々を旅へと誘う出版物が橘ん

に同行されるようになると、民衆はH′酬生からの脱却を

求め、思い思いに旅立った。

［」本の真ん中に位置した岐阜県は、古代より交通の要

地である。江戸時代には、中出道が東国を貴さ、人々の

往来や文化の交流、情減と物流に重要な役割を果たし

た，中川道は旅ブームを演出したひとつの舞台だったと

いえよう∪

本尿覧会では、歌Iii国芳の描いた「木曽街道六十九

次」をはじめとする絵画資料等を通して、美濃十六宿を

申し、に宿坊や征道の様子を紹介した〈⊃　これらの質料か

ら、江戸時代の美濃国、そして江戸時代の旅に思いをは

せていただきたいと考えた。，

4　展示内容

i〈I）国労の中川道

歌川国芳の浮世絵「木曽衝道六日も次」を常時15枚

展′」こした。、賓潮来有の観点等から、展示期間を前期と後

期に分け、期間の途中で展′」語手えを行った（、前期には上

松宿へ鵜沼宿の15枚を、後期には加納宿へ守山宿の15

枚を展示した。

㊥　描かれた美濃十，iく宿

歌川去重・渓斎英泉の「木曽海道六袷）も次」を申し、

に、I木曽路名所医丁会」、「岐蘇踏記」、「岐線路安見絵図」、

朕根暗から大坂までの名所図巻」等を展示し、江）時

代の美濃十六宿の様子を絵画資料で紹介した、

（3）「公Iの旅・「私」の旅

江）時代の旅をi公）と「私」に大きく分け、「公」

の旅として、利用降家、大名行列、硝沢伝．朝出妻等に関

連する賓料を、「私」の旅として、物貼勘1上　湯活、巡

礼等に開通する寮科を展示した，

具体i’用二は、「御旗宿広場朱印状（県重文）」、和宮の

行夕用軋景を描いた「中同道御上同御休活御本I剛佃、「紀

伊股大名行列図」、大名休活の際に御絞宿本陣こ拙けち

れた「関村」、初台の様子をjFIIiいた温泉、i子に残る「天保

巳年奉納絵罵」、華厳寺の縁起を記した「西国　三上：番

札所谷汲川鍋給」、その他、旅の必需品の「旅道具I等

であった。

i／、1）その他

・出初展／」守ごと新館4Fマルチメディアスタジオをス

タンプラリーで結び、マルチメディアスタジオに設

置されたハイパーハイビジョン風上記「ひだ・みの

紀行」で、中山道を調べてもらう　主夫をしだ
・県I）同一写生を対象とした中同道に関するアンケート

を実施し、その結果を発表した
・恵肌用‘立大井小′、習交と重用町立東小′、浩交の児童た

ちの術道に係わる活動をまとめたパネルコーナーを

設置した′ノ

・山駕籠（複製）に乗って写真搬彩ができるコーナー

を設置した（）

▲歌川国芳「木曽街道六十九次之内　中津川」

＜娘示資料数＞

74件（展示資料総数92点）

＜関連事業＞
・3月18日（用　博物館講座「中同道と砧場町」

当館雪雲員
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［マイミュージアムギャラリー］

（1）運営の概要

県民（在住、在勤、ゆかりの人）が収集・所蔵してい

るコレクションや生温学習の成果作品を碁集し、一定期

間、公開展示の場とする／、マイミュージアムギャラリー

企画運営委員会によって承認された展示詳し帥こ従い、順

次展小をしていただく（言日展者の募集は帥寺行っている、／

（2）平成12年度の展示状況

回 俑ｨ��麌��ｯｨ��ｭB�出　展　内　容 偬���*8���"�

1 ���ｷｸ���)D��漆喰彫刻 冲ﾉ�ﾈ���9���
4月5日（水） ＼ 5月71－二1（日） ��X彿nH,ﾉOﾈ�b���ｭh5�ﾋHﾘy�ﾘ,ﾂ���Y�弴+ﾘ+����

2 店ﾈ��D������｢�文庫の世界 �(i8x�����"�＼ ���[hﾌ�,Xﾊ�.�?ｩgｲ�

6月1811（iI） �,ﾈｽ��Xﾋｹ�8讓���

3 塗ﾈ�#X�S��又��｢�小森松渓展 儖ﾈ����ﾈﾉ�ｩ[h峇�〈 ���Oﾉ¥��ｨ,ﾉ�h/�+��協会・文化 

8月611（il） �?ｩgｸ柯徂���財保護協会 

4 嶋ﾈ��8�X�X�免��｢�映画の中の岐阜県 仞�68��ﾗ9u��〈 ���防柯7ﾈ5�5��ｲ�

9月17日（H） �5(8ﾈ4�5h8x98���

5 祷ﾈ�#d��蝿�｢�いにしえの ��ｩUY68��ｼXﾎﾂ�〈 亊異�:俾Xｮﾙ[h嶌,ﾂ�
11月3日（視） 冕9|ﾒ�

6 ���ﾈ��)?ｨ�蝿�｢����パンフラワーの 楽しみ 儿斡ｨ�ｸﾛ｢�

12月17日（自） ���E97�,X,(*ﾘ.����扎,ﾉj84ｨ�ｲ�木村詳美恵 

7 兌ﾙ�ﾃ�9D��楽しい世界の 　資料紹介展 丶8､�ｹgｹ�ﾂ�
1月4日（木） 剩ｼ枚派遣岐 

〈 2月4Ll（H） ���4�5x4�](���早県教師の ／へ、 二王＿ヾ 

8 �(ﾈ��?｣��倩ｸ�｢����テラコッタの魅力 ��&ﾘ����ﾏ｢�～ぬくもりある �����B�髢緬u)Oﾈ���

3月2（用（視） �7�,ﾉ�(ﾆ�Oﾈ���

（3）展示記録「マイ・コレクション」の発行

展示リーフレット「マイ・コレクション」を各回の展

′」に、とに発行した。当戌12年度は7年度からの通番で、

第39号から第46号まで発行した（，

（4）出展者による解説・講演・実演等の開催
、一一一㌧↓一一一． 　∴二‾－∴ �� 劍�8-h�ﾈ��ｨ耳���z9��ﾉﾂ�∴一一∴一一∴ ∴∴∴∴一 ����X�B�

∴∴一一∴ ��∴∴∴∴ 無i（ン 劍��餽����｢�●忠 類 患 ��為����鰭��
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来館者に対して、出張者による展ノ」諭告説、映画会、教

室、実演を以下のように開催した、

〇第1回「漆喰彫刻『家紋の美』」
・展示解説　相月　正雪さん

〇第2回「文庫の世界」
・展ノ」浄福も　中島　　泉さん

〇第4回「映面の中の岐阜県」
・岐草県にゆかりのある映山上映会

（†＼）上映映画　「ふるさと」　神目柾二部臨削1品

「同寺　平成12年8月15日（火）牛後1時30分－3時30分

②上映映画　「さくら」　　神目征　二的据許1品

冊立　平成12年8月16「l（水）牛後1時30分－3i上胃0分

場所　マイ・ミュージアム3障　ハイビジョンホール

ギャラリーの展示に合わせ、岐申出こゆかりのある映

画の上映を行った，夏休みということもあり、家族連れ

が多く盛会であった。

〇第ii申「いにしえの韓回陶磁器文化の魅力」
・展示解説　藤田腕護さん、小津善　一さん

〇第6回「パンフラワーの薬しみ」
・パンフラワー教室

第1回　章成12年11月19日（‖）

第2回　平成工2年11月21日（火）

第3回　当成12年11月2611（日）

」午前10時00分一牛後3時00分

岐苧県十軸物飾本館蒲生

木村 さんと舗薮上場の皆さん

ギャラリーに展示されているパンフラ「／－の製作体験

教圭を行った（勅時間でできる花とグ）スマスツリーを

かたどった壁掛けを題材として行い、多数の参加者が

あった、幼児からお年寄り、障信者の力まで述べ156名

の幅広い参加があった（

〇第7回「楽しい町衆の資料紹介展」
・講演　iアジアの民族舞踊・民族葉船賃秦会I

日時∴辛成13年1月28日（火）午後1時30分一

場所　マイミュージアムギャラリー及び

マイ・ミュージアム3酷　ハイビジョンポール

出演　ベトナム、ミャンマー、インドネシアへ赴仕さ

れ、帰i玉Iされた3細の先生とそのこ家族、友人

囚容（1）ベトナムの多様な技楽器の紹介と演奏

開
所
．
帥



（2）ビルマの幣琴の演奏

㊥iインドネシアの上聞実舞踊とガムランの演奏

ギャラリーに展′」中の先生とそのご家族の方々による、

現地から日本へ持ち帰られた本物の珍しい楽器による生

の演奏会と民族舞踊の披露を行った。ガムランの演奏は

はギャラリー会場からハイビジョンホールへハイビジョ

ン映像による中経をしだ，多彩なi）1容と珍しい演奏会と

いうことで、120名を超える多数の参加者があった。

∴∴ ：∴ ��h������ﾇ｢�律 �� ��

「： 藩言r �� 俔�)~ﾘ���ﾃ���.������

ズ 剩Z（〈－て／半場／／鱒験 

擬∵ 屈 ��ｶ��r� 

饗 劔��

〇第8回「テラコッタの魅力」
・展示解説　児山由美子さん

∴∴∴∴ 　　∴∴ し貢＝…賎＄ 　撥、憲 饗畷饗闇騒醗iこ誇 ��

－一∵菓葛賀「＿∴E 　　　　　　　：∴ 

各展示において、出展者自らが横位的に会場内で展示

解説を行った。出展者は来館されるたびに展示面容の見

所などの解説をし、来館者との交流も深まった。

来館者からも、隠れた謡が聞けて大変有意義だったと

いう感想を日印ナた。各出展者も、来館者の質問や意見な

どを聞いて大変勉強になったり、視野も広まったり、同

好者も増えたりと好評だった。

（5）博物館同人としての登録

出展者は博物館同人とし、6名と3固体に同人証を発

行した。

（6）平成12年度の出展申し込み

力剣コレクション、海外日本人孝枝帰国教師の会の海

外コレクション、野球グッズコレクション、切手・コイ

ンコレクション、リサイクルペイント・クラフトの作品、

パイプオルガン作品、芝居絵作品、地歌舞伎写真作品、

など、県l）1各地から計9件の申し込みがあった。生涯掌

習の作品の申し込みが増えている。

（7）マイミュージアムギャラリー企画運営委員会

○糊口11月22日　　○場所　本館会議室
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（〕議題

Cにれまでの娘示の経過と課題について
・従来多かった個人コレクションに加えて、生温予習の

作品や同体からの出展が多くなってきた。「漆喰彫刻

『家紋の美』」は関ケ原合戦に参戦した戦国武将の家

紋が展′」こされ、今年が関ケ原合戦400年にあたること

から話題性に営んでいた）また、出張者は開催の全日

来館され、来場者との交わ柄こ熱心だった）「小森松渓

作品痕」は、美高札‾教育委員会が主体となった初め

ての白流体が開催する展覧会であった。村民eo余名

が各家にある同村出身の日本画家の作晶を壌示した

もので、マイミュージアムギャラリーならではの尿小

であったと言える。「パンフラワーの梁しみ」は山井干

i臣　閑古の40名の女性の手作り作品展で、大変華や

かな展示となった。

・展示準備、撤収はスムーズに対応できている。展示面

容や方法等でよりよい展示を目指すことが肝要である。
・効果的な案内や広報がなされ、新聞報道だけでなく、

何度となくテレビ　ラジオで取り上げられた、

②辛成13年度展示計画及び今後の課題について
・出展者にはそれぞれ個性がある。それを一定の枠　〈出

張数など）で制限するのも問題があると思われるが、

それを見極めていくのがこの委員会の役目である。
・高齢者、団体、陪害者等の出展が今後、11然考えられ

る。その時希望者の意向にどう対応するかが課題であ

る。

○委員の構成

氏　　　名 冩������������R�

委員 ��9nﾈ����tR�岐阜県正長会長 

ケ 倩Xｹｹ�ﾈ����名古屋大′羊名誉教授 

〟 舒)68���ﾉu��会社社長 

〟 ���X��脂{��2�岐阜県地域婦人会連合会会長 

ノン 估hﾖ��員ﾈ自Eb�岐阜県町村会長 

〟 �6饐8��[iu��岐阜県公Il諸富連合会長 

／ク 俘)68����ｵ2�湘岐阜県博物館長 

ケ �-(����ｽ8爾�岐阜県社会教育委員連絡協議会長 

〟 �:�Zﾘ����繒�岐阜県議会教育警察委員長 

〟 ��Hﾌｸ���ﾘ耳�R�閑古教育長 

／′ 傴ﾉgｸ��ﾍﾉ?��岐阜県博物館協会理事長 

∴ 亳y68����dﾂ�岐阜県芸術文化会議会長 

会長は吉田豊氏、副会長は松本五三氏が継続就任。



〔特別企画〕

いにしえの美濃と飛騨

（財）岐阜県文化財保護センター設立10年のあゆみ

平成12年12月9H（土）－1月14日（H）

設立10年Hを迎えた（期）岐阜県文化財保護センタ
ーは、これまでに県囚各地において100件を超える増減

文化財の発掘調香を実施しており、原始・古代における

岐阜県の姿を解明するうえで貴重な資料を数多く提供し

てきた。また、現地説明会や発掘体験のほか、発掘速搬

尿を有年開催してその調査成果を公開しており、一般へ

の普及啓発にも大きな役割を果たしている。）

折しも文化財保護法施行50年にあたり、同センター

は文化庁の後援を得て記念の牡別企画を開催し、これま

での調布成果をi古代の人々の交流と地域の独出生」と

いう視点から振り返り、旧石器時代から近世までの代表

的なii旧二遺物約800点を展示綿介した。

当館は例年の速服展と同様、ii皮阜県教育委員会ととも

に共催という立場でおもに教育普及iIlrで協力を行った。

＝喜露 ��i＿鰭牒∴ 詰洩一窺（翼喜 鬱饗整髪韻議遽i＝諒 ����

瀦議撥績饗饗獲 　　　　　／’主 �����������b���,X*����������� 
≡揮翳欝髭 　窃 凵^∵∴∵∴：／ 

∴ 凵�� ÷： ��∴∴ 

展示会場の様子

〈展示構成〉

美濃・飛騨約70遺跡の田上遺物を、上器・陶器類を

中山こ時代Iii則こ概観できるようl壁面ケースに展示した。

縄文時代では、飛騨と美濃の上器を上1、‾　二段柵戊で比較

展示した。i阜即招じでは集落遺跡とは別に、古墳からの

出上遺物を地域や時期ごとに立ちケースに展示した。

中央のスペースには、南高野古墳の石墨1年の遺物山上

状況を実寸大で再現したほか、美濃の窯業生産が槻観で

きるよう美濃須衛・東濃の古窯跡群の川上遺物を展小し

た。また、縄文時代の石器の材料や上器の施文に開通し

て、ガラス質の石村と縄文土器片を触察展小した。

〈おもな展示遣物＞

（1）旧石器時代

○出屋敷遺跡（藤橋村）出土の石器

（2）縄文時代

O帯向jj遺跡（丹勘ii村）1回：の縄文上器

〇四円遺跡（丹生Iii村）持上の装飾品
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Oi上原遺跡（榛橋村）ii旧：の縄文上帯

（3）弥生時代

○荒尾南遺跡（大厄市）山上の線刻絵面上器

○今宿遺跡（大山直）出上の人面上器

〇秒行遺跡（闇市）li旧二の弥生土器

（4）古墳時代

○顔戸I轟即亦（御嵩町）出上の網代・木製品

〇秒行1号古墳（関山）川上の鏡

O後半衆口古墳（宮IJi間）出上の尾張型埴輪

（5）古代・中世・近世

○寿菓寺廃寺跡（古Ii同一）出上の墨書上器

○相田遺跡（可児吊）山上の美濃刻印須恵器

○堀田城之内遺跡（岐阜市）出土の中近世陶器

○高iii陣屋跡（ili川中：）出上の近i旧称器

∴∴ 

土偶と石製品

〈展示資料数〉

約800点

く関連事業〉

記念講演会12月10「1（H）

「縄文時代の山と海のくらLi

奈良大字教授　　　　泉　拓良民

記念講演会　1月14「1（＝）

「センター設立10年に零せて」

二重大′羊名誉教授　　人質　晋氏

議議裟翳 凭ﾞ<�� ��R�．∴ ���?�� 

：∴∴∴ ．∴∴ �����迄���ﾄB�劍����x���

∴∴ ��「／ ∴∴ ��墜艶，／。，／ 

後平茶目古墳出土遺物



［調査研究・資料収集活動］

－自然部門－

1　調査研究

〈動物分野〉

（1）柳原要二鳥類コレクションに関わる調査

岐阜丁廿在住の柳原亮　一氏より雷鮪を受けた鳥類標本

li2上点を我孫子高鳥の十即勿鮎の協力を待て幣即した，こ

れらの標本は苓贈若の父婁∴氏が明冶後期か戸．岬1和初期

にかけて収集したもので、大きく　5つにわかれる

・打）出彪二部が黒目長嶋、川辞芳麿の依頼で申圧l東北

部、台湾、サハリン、沖純なと、で採集したもの。

∴∴：∴仁子∴ 華∴「∴∴ 凵�� ∴∴：∴ ∵ ∴∴ ：／ ：∴ 畿滋 ∴◆ 

写真1：折居彪二郎が採集した台湾産鳥類標本

・初出徳大部が八丈鳥で採集したもの。

・長輿刷が小笠原、長野など‾ご採集したもの⊃

・岐阜出潮II畑で採集したもの、

・熊川丈吉より購入したもの。

コレクションのリスト及び重要な標本の考察は別の機

会に公表する／

（2）特別展「あのころいた烏」に関わる調査

持別展示の準備として、下記の地域で写真資料を収集

した。

・東京郁上野：オナガカモ、ハシビロガモ

・T葉県我孫子吊：オオバン

・東京都小笠原村I引：J：ハハジマメグロ

・東京都　三宅島：アカコツコ、オーストシャマガラ

・石Iii県帥倉島：エゾムシクィ、チュウサギ、キビタキ

・北油近日，小牧吊：オオジュリン

・北演道夫売畠：ウミカラス、ケイマフリ、ウトウ

鹿見出県下カラ列島中之鳥：アカヒゲ
・鹿児島県作美大鳥：ルリカケス、キピタキ

・沖縄県南大東鳥：タイトウメジロ

・愛知県汐Ii上　イソシギ

・新鴻県佐渡島：トキ

・中）軌し飛島：マガン、ハヤブサ、キアシシギ

・［iIiI県紬合、i∴仁オオマシコ、チフナi／フ

滋質県同上聞け：オオヒシクイ、コハクチョウ

沖縄県国表，I：言カンムリワシ、スクロミソコイ

沖縄県有事鳥：キンハト、サシハ

庇児島県奄美大島：ルリカケス、アカヒゲ

鹿児）∴理詰1－，水：マナヅル、ナベヅル

鹿兄、「宮県万∠瀬川：タロツラヘラサギ

三重県津市：ミミカイツブリ

愛知県名古屋直：オナガガモ、ユリカモメ

福岡県今津：クロツラヘラサギ

福剛聖曽根：ツクシカモ、ヘラサギ、ズグロカモメ

布i粧し、璃II’仁ズグロカモメ、ハマシギ

東京都上野：オナガカモ、カイツワリ

千葉県谷津：セイタカシギ

宮城県蒲生：アオサギ

宮城県網地島：シノリガモ、ハギマシコ

宮城県伊豆沼：マガン

沖縄県与郷国島：ヤツガシラ

兵Ii軌〔豊剛直：コウノトリ

率／緯霧鞠 � ��

／／ �� 

藷態撥蓬蒜嘉一予言∴ 

、速 ∴十 

写真2：ハハジマメグロ（小笠原母島）

（3）チョウ類のルートセンサス

昨年度に引き縮き、関宮小屋名有年公図向で、中高和

井氏（博物館サポーター）とチョウ類のルートセンサス

を行った、，

〈植物分野〉

（1）東濃地方の植物分布調査及び資料収集

恵那直を中心にて束濃地力の植物柏の調査を行った（，

杓に本年度は特別展の開催年であることから、束濃の里

中・柳川などを部分的に調布したり

特別庚示の質料として、できるだけ棟木を採集したが

個体数が梗祐二少ない種に限っては、採集しないでスラ

イド、†の　二次質料にとどめた，

謡、；； 迄ﾝX.��

国電撥灘i h　ノÅ＿i ��h��ｨ���b��ﾋ�.#��vH�h���

1、1－－1 儂�%I����

：∴／／∴ 

イヌノフグノ（ゴマノハクサ科）veIVnICa pONta var．肱clna
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ノカンゾウ（ユリ科）HemerocaIIIS fu／va var．Iongituba

アイナ工（マチン科）MitIaSaCmepygmaea

クロホシクサ（ホシクサ科）Ejjocauhn parVum

ソクシンラン

（ユリ科）

A／etns spICata

スズサイコ

（肋イモ科）

Cynanchum paniculatum

（2）ジオラマ作製のための調査

恵那川やその周囲の植物様子を特別展示で再現するた

めに、束濃の自然の特徴を代表するシデコブシ、ヒトツ

バクゴ、また恵那II回腹の巨大とノキ（神坂大槍）の彬

悪等を調べた。

シデコブシ（モクレン科）MagnoNa∴tomentosa

恵那山の標高1300m付近ににそびえ立つ神坂大橋

ー20－

〈地学分野〉

（1）岐阜県恐竜化石学術調査団（大白川地域）

①調査の経緯

岐印忠恕竜化石学術調奔出では、当戌10年度より手

取層群の堆積環境を明らかにすることを主出向とした調

査を進めてきた。これらの成果は岐阜県刷物館調査研究

搬告に継続的に発表してきた。

本年度は大野那白川村大白）旧二流地域に分布する手

取屑群の調査を行った。この地域は恐竜の足印化石やカ

メ、魚類などの脊椎動物化石、数多くの軟体動物化石を

雇出しており、新たな恐竜化石発見の可能性が高い∴重要

な地域であり、古環境の解明が望まれる地域でもある

（2）平成12年度の現地調香

当戌12年度の現地調査は、7月2（川－7月23日、8

月3日－8月e Hの2回、実口数で8［問にわたり、

延べ84人で行った。8月4日および8月5日には信州

大学理宇部村越i由美助手に現地における堆積梱解析の指

導を受けだ、

現地調査では1／100スケールの柱状図の作成と化石調

査を中心に行った（）

野外調香結果についての検討会を11月13Hにもち、

全員で検討した後、まとめの作業を進めた。、また、12月
－1月にかけて、調香研究指導者の指導のもとで調査

研究報告の作成を行い、岐阜県博物館調査研究搬告第

22号に発表した（、

“““‘裳 ：∴∴ 劔∴∴ �������H.r��xvB� 

、　　／へ／、 

∴；∴　∴べ 劍�益B�i灘強綴　慾寮　駿 

勲欝態懇1、　　　　　－ 

緩撥 i′、滋鱗ii ��H������~ﾈ������ 剋ﾇ′，i ����������

i凄i ∴∴∴ ������畏(��ﾋ��������1－ンi〉ii洩i ��∴ ����ｲ�

∴∴∴∴ �6(耳���Xｵｹ�H�8y�ﾒ�

現地調査の様子

③室I柄乍業

現地調査とは別に、室囚l／i葉として過去の収集質料も

含めた採集化石の整理及びクリーニングを岐阜県十鞘物鮎

において行った。，宕i用生業は8月に4出川、延べ35人

で行った。これらの手取層群産の化石は岐阜県博物館第

4収歳庫に保管されている。）これらの収蔵資料は過去11

年間にわたる莫大な量であり、まだグ）一二ングや整理

ができていない標本が多く残っている。今後、こうした

資料をクリーニングし、整理して保有することが課題で

ある。，



（2）『温泉展』の調査研究

当成14年度開催予定の特別展目星泉展』に関する調

査研究を行った。，

○温泉がつくる自然環境調香
・岐宇県上告村　一重ケ根石）大事調査

山腹の・部に温泉水起源の炭酸カルシウムの沈殿物が

厚く椎積して大規模な石灰華を彬戌している。本館は当

所の石灰華を質朴として多数取成しており、ノ沖ゆ調査

で本館の収載する石I大陸の産状等を確認し、特異な温泉

地彬の記録を行うことができた。
・石川県尾i周一詰問温泉噴泉塔群調査

「同I自然保護センター束野外志男氏の案内で、岩間温

泉噴泉塔群の現地調査を行ったく言出嗣揖坤黄泉塔群は温

泉水中の炭酸カルシウムが湧出口のまわりに付着するう

ちに塔状の在所華を形成する大変めずらしいもので、そ

の現状を記録すると共に、展示用の写真として搬彩する

ことができた。

章／ノ �� ���� ���� �� 又��

∴＼∴ �*ｲ�；∴∴∴∴ ∴．小 勢態 ；滋 繋饗 凵�� 主、 頴、 ） ����������

熊誓 言∴ 

／「∴∴ 離縁 劔�� �� �� 

量産∴糸ふ �� �ｨ��ﾋ��b���� 

岩間温泉噴泉塔群の調査の様子

†川村大i’間　温泉地獄”地）傷調布

県向で性　▲の地熱地l問こおける“地獄地形’およびそ

こに産する硫賞華、珪華等の温泉沈殿物の調布を行っ

た，牡にi高温ガスの噴気孔の様子を記録するとともに、

数種類の温泉沈殿物の採集を行った（また硫黄臭の強い

晶泉水に群がり生lJ、しているハエを採集し鑑定を依頼し

たところ、Hecamed。ldesILtOL側面という種であることが

判明した。

〔2ノ　温泉沈殿物の質料調査

温泉水中で生成される沈殿物や鉱物は、一度採集され

ると再び生成するまでに長時間を要したり、　一度と生成

されなかったりすることが多い。したがって、一皮採集

されたものは数少ない貴重な資料として博物館等に保管

されている。、全国の博物館等に収集されている貫重な温

泉沈殿物や鉱物について調べ、データベース化も検討し

ている（，
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（3）手取層群から産出した生痕化石の調査と型取り

）問i冊に分布する手取層群の御手枕累層で、1999年9

月の豪雨の林道崩壊により露出した地層面から、海底生

物が這い回った跡（生痕化石）が見つかった，この地層

は手取層群でもi十い時代（約1億6、000方年前）の海底

堆積物であり、アンモナイト・ベレムナイトほかの海生

生物の化石が）産出することで知られているノ

生痕化石は海底の上中に住んでいたミミズに似た乗せ

きつい動物のものと思われ、直径1－2cm、長さ10－

20cmほどの管状の這い跡が、幅約1．5mX長さ約4．5mに

わたって地層面上に無数に広がっている。この生痕化石

は保存状態がきわめて良く、埋まっている部分を含める

と世界的な大規模なものであり、海底生物の生態を知る

上で貴重な資料となるものである。

博物館では、荘川村教育委員会と連絡をとった上で、

2000年8月、シリコンによる型取り作業を行った。型

取りは最も保存状態の良い部分で行い、その面積は約

1．2mX L7mとなった。なお、このすぼらしい露頭は屋

崩れと道筋の改修作業で、間もなく全部を埋められ道略

敷となった（，

海底生物の這い跡の化石（荘Iii村御手洗）

（4）高山市北方の荒城川層の調査

高山i旧ヒ方の国I神町から丹生II間にがナて、飛騨外線

帯の構成品類が分布しているlj　この地域におけるl杓屑右

の起源に関する詳細な研究例は少なく、不明瞭な点が残

されている）そこで、国Ii」判二川IL引用にがナての荒城

川流域に分布する荒城Ii旧最上部の調査を行った＿，荒城

川屑最上部は、醸ノl′i凝灰岩・酸性大枠岩・砂告からな

り、砂岩には轢岩が挟まれる。砂若および確信を採集

し、現在、後背地の酪杭を進めている（i

ヽ　　　　l 国府町　＿、　　　　－一一一一一、 

間皿調査地域　、‾、 
‘，　　　　丹生lii村 

ーノ許／ノ　　　腫158号 

載、＼ 
高山市　　‘＿＿＿一、一へ一、一1 



2　資料数一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（当成13年3月3日槻在）

分　　　野 亊������������������������劔借　　用 儻������R�飴歳 作用合計 詳記 実　　物 兒��������ｲ�自作等 その他 亊丼I�Hﾘxﾇb�（） 寄贈回数 

動　　　物 �38�3#���16 ��#��3㌔364 ��倬繝�8�｢�0 ���3主364 

柄　　　物 �#H���釘�73 �����24、357 ��祷�3C滴�｢�0 ���24、357 

若信鉱物 �(�3�ビ�5 迄����&｢�2，165 ��鉄CH�｢�18 ���2、18：） 

化　　　石 ��8.ャb�47 �#B�2．057 �������s��｢�48 �#��2、1諦 

そ　の　他 田2�22 ��c��253 ���#��｢�0 ���25こう 

詰 塗�3CC��163 鉄ィ�62、196 ���#��鼎��｢�66 �#��62，290 

鶴来，笠∵i主宰 

∴／∴「∴ ����

1離籍　　－／（／／i詰iii／i　∵∵窯轡顔鑑識∵繁言莞i／il 劔� 

∴∴∴∴ �-�?�ﾋ����依驃ﾈ�h�餃��剪�

タルポサウルス頭骨標本（複製）

3　資料寄贈者芳名一覧（敬称略・順不同）

巨大ヒノキ体験型複製

資　　料　　名 �5��B�芳　名 儼�����怦����kﾂ�点数 囘h��kﾂ�

メジロ ���武井　航運 �4�4�5�4｢�1 �(h8ﾘ�ｨ���ﾈｶxﾋ2�

シロハラ ���Tつ擦　克）亥 �7H4�8ﾘ4R�1 傅ﾉ}�+x-ﾘ*b�

韓国産ツル �"�濡田　平 �687��1 冽8ﾋI4x自YB����6ﾘ92�¥Iw�脂&｢�

ほ乳類頭骨 鳴�驚見　峯男 �8�7ｸ5ﾈ8�5h5�42�I 

コジュケイ ���松井莫介 ノン 根Ii封ii筋漁 �4ｨ8ｨ5ｨ7��i 

ヤマドリ ����8ﾉEｨ,ﾈ5h5���Z蔚ygｲ�100 

カワウ ����俾處x蝎[�蔚ygｲ�ユ0 偖ﾉ?ｨ���������

ノスリ ���成瀬　亮司 丿Yk�ﾋH蝎��Z移ｩgｲ�300 �+从�����ub�

キセキレイ ���今井　T・晴 侈x�蝌5h5���Z蔚ygｲ�15 ��ｩ�8���9�ﾂ�

オオサンショウウオ ���長轟離I；・大野曽也 ����ｩ.ﾉ�ﾉj�ﾈ���Z蔚ygｲ�800 �?��ｨ��,h.��

綱目∵帖農産ガ類標本 田R�安蘇∴尚武 �;Hﾌｹ�ｩ����Z移ｩgｲ�50 冢ﾉ�ｨ�����2�

ヒメギフチョウなど ��r�rl比　利彦 俯ﾉ&�9�,ﾉ��Z蔚ygｲ�iO 兀�H��ｶ�vﾒ�

オオミズナギドリ ���桑原　久男 �7H5綿�ｨ6�ｹ��7h8ﾈ7�8��ｸ6y�ﾂ�多数 �(iz&��員ﾈ���

ツルクイナ ���直井　清正 �&齏�6ﾘ��ﾕ�倡X���ｩnX���ﾂ�多数 俥)gｲ�

4　購入資料一覧

質　　料　　名 �5��B�購入先 倬�����{�����kﾂ�点数 俎y?ﾉ�b�

鳥類剥製楳本 鉄B�旗本まりこ �7h5h6(5�5(5H4X8ｸ5��つ 1 �6ﾆ�ﾆV�vR����

動物剥製標本 ��b�東京向田科ノ羊 凅9{9uｸ-x5h888��

iリ＼ヒノキ複製 ���岩崎総合研究所 〟 ／′ �5�8ｸ7X5H4X8ｸ5�:ｨﾙﾂ�1 �6ﾘ92�6ﾘ5b��VﾆW%�棉F�ﾆﾆﾖﾂ����

シデコブシ複製 亦��4ｨ987h6x5H4X8ｸ5�:ｨﾙﾂ�i 

ヒトツバクゴ複葉 ���仆�{9y�峪���+凩陋ｹ���1 1 
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一人文　部　門－

1　調査研究

＜考古分野＞

〇、回戊1子年皮11本まんなか共和国博物館交流特別企画

「信長、安土より来る　一宏上城考古博物館所載品紹介

展－」に係わる調査研究

滋賀県立安上城考古†耕勿釦の指導・協力を受けながら

Ii調印千歳品の調布を実施し、中心テーマとして岐阜、滋

賀「岬県の歴史や交流に大きな係わりを持つ織用信長の統
・事業を取り上げ、尿中資料を選定した。

（二）i岐阜県の文化一美濃飛騨の比較研究－

（財）岐阜県文化財保護センター等によって発掘調査

された県内の遺跡や同上遣物について調査を実施した。

今後、骨。親蛇示の充実等にその成果を生かしていく予定

である、l

＜歴史分野＞

（＿）当成I2年度夏季掴別尿「海を越えた聞流∴へヨーロ

ッパが愛した焼き物の美－」に係わる調査・研究

i中産会のLi上紀といわれたi凧台期において、海外の博覧

会がと、のようにして「肘催されていたのか、81本はそれに

対してどのように参加をしていたのか、ということを明

冶16年のオランク・アムステルダム閥催の植民地物産一

般輸，I出目博覧会を例に、帖“諏』の「′策搬」i在外公

館被告」l外報i雪から具体的な姿を明らかにすると

ともに、当時の焼き物（陶磁器及びL宜焼）l祐也がどの

よう利夫祝にあったのかということを『信服』から探り、

その成果の　一部を『岐草県博物館調査研究板書　第22

号』に発表した，

（）岐阜県の文化に係わる調査・研究

，高速道踏（東海北陸環状線）の敷設にともなって取り

壊しの決まった関1両、有畑（しもうち）の後藤玄．王家よ

り、寮料ノ胡宮の申込みを受け、展示用資料及び研究用質

料を多数（主として近世後期一明冶期）収受した）

現在は、これらの寮科の整理を進めているところであ

る。

歴史分野として汗「「しているのは、幕末から明治期に

がナてのl＼胃腔細Ji別系資料（特に寺社のお札）である。
一般廟二は左義長鳥で焼却ざれてしまうものが多数残さ

れていたことから、当時の人々にi期し、がもたれていた信

仰の種類と武儀郡上有知村（坤時）の地主（近代におけ

る所有水川は20町余）を接とした信仰園といったものの
・端を明らかにできるものと考える、，

＜民俗分野＞

（月′成12年度特用東川「描かれた街道へ1－中井・広重の

i川i道－」に係わる調査研究

〈1回方のi同i道

心掃かれた美濃1人宿

九　九　で）r l）仁／く　し

（の「公）の旅・「私」の旅

についての文献質料調査及び、岐阜県、愛知県、滋賀県

にある関係†弾勿館、資料館等を訪ね、現地調布を実施

し、特州凍列として庚示し信　また、研究の成果の　▲部

を博物館講座「中出道と宿揚町」や『岐阜県博物館調査

研究報告呂二第22号』で発表した。

○増出たづ子氏搬彬の旧徳川村記録写真の調杏

ふるさと旧徳用付を搬用品ナている増出たづ了氏か

ら、貴重な記録写真等約400点の寄贈を受けることにな

ったため、MM係と連携を匡申）ながら、質料調査を実施

した。寄贈された写真の　一部を、10月1日－15「lの2

週間、「増山たづ子写真尿」として公開した。

▲特別陳列「描かれた街道」展示風景

＜美術工芸分野＞

○辛成13年度持川根「し代用、月間i〈とii三原、国労」開

催に関わる調査研究
・L代用川出陣）江日での活躍

・し代用川一部の美濃および江戸以外での活動

・ヒ代目「寸廿郎に関わる浮世絵

・歌川同真の「木曽征迫六iリL臥」

・歌川に日常）1木曽街道六iJL次」

・美濃の地芝居の状況

について文献資料調査や県i）1及び東京、確聞、長野方面

に現存する関連質料の調杏を行った。
10両支阜県の文化に係わる調査研究

美濃飛騨に緑のある近間車代凸面および陶磁器など個

人I痢蔵品を多数調査した。このうちひとつのコレクショ

ンは、音曲約600点、i輝磁器約200点からなるものであ

り、美濃の文人画を代表する柄頗秋水や柚頼太乙、江居

組香をはじめ喜I川畑：や旧巨大秀の作品を含んでおり、

それらは近間こおける郷上文化のレベルの高さを偲｝高二

ふさわしいイ′i品であった〕今後、これらの作品を公開し

ていただけるように検討を依頼したノ
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2　資料数一覧表

分　坤実　物車＿＿＿＿＿＿＿＿製 考　古　2，046164 劍齪ﾞﾈ�Y�ﾂ�館蔵計（i）＼日詰贈数） 倆���又｢�苓i∴∴語 ����������#�爾�

52　－　　　　2、262　（上850）　　　　　497　－　　　187 劔2．946 

歴　　　史　　　上409　　　　　341　122　　　　　仁子偏　（上354）　　　　　20　　　1節目　　　1，748 

民　　　俗　　　2，619　　　　　1　　　　0　　　　　2，620　（2，616）　　　　　247　　　　日4　　　　2，98l 

美術工芸 鉄湯�17　　　　0　　　　616　（192） 剴)h�ｨ������#��#X������������(�3��B�

計 塗�Ccs2�216　　1741　　7・063（6・012） 劍�3�#r�2．489 ����Ss��

3　資料寄贈者芳名一覧

賓∴∴∴科　　名　　i点数 剿Fi∴∴名 

縄文什器 鼎R�後　藤　玄∴吉 

；J十 ���〈後　廉　玄　吉 

昭和時代の生活用具 ��x��侍��ﾎ｢���ｨﾔ���ﾞﾂ�

印刷機 �(�����4�������ｽ��(X��6ﾘ�h���

幻灯機 綿��fｹ_ｸ抦ｧxﾕ｢�

「防衛食」容器 綿ｷｸ��ﾞ������薰�

薩摩首人形「竜」 鳴�宮　崎　　　惇 

大＿」二道具　　　　　　　　申6 剏ﾜ十嵐昭元 

鉄瓶　　－　　「 剔蜷ｭ小学校 大赦小字校 

石板　　　　　　　　　　　　　　　　l 

受話器 鳴�大鼓小字校 

高等中卒書き方見本 ���大敗小学校 

語ノ畠中学書き方見本（復刻版） 鳴�大薮中辛校 

旧徳用付記録写真他 �3塗���ﾖ末�+ﾘ,9�r�

昭和時代の生活用具他 �����8��nﾈ�育���Oﾂ�

能面 �#2�和　出　席　義 

能面製作過程 鳴�‾利　用1時　義 

4　館蔵資料購入作品一覧

占∴∴∴†十　　　十、 剴_数 俥ﾈ���(��kﾂ�

春 子‾ ‾万 し 兌i&ｩ[h���2 

川秀忠御I）居辛　　　　　　　　　1 

輝計正副犬　　　　　　　　　　1 

許飛騨国中全図　　　　　　　　　l 

大半記英男俸　森蘭丸　　　　　　1 

熊坂長範　　　　　　　　　　　　　1　歌　川　貞∴尻i 

東海道名所図会　　　　　　　　　15　芳虎・方年 

太、1㍍己英男俸　　　　　　　　　　191日歌　川　芳　虎 

大角力桔古図　　　　　1歌li1回明 　　　　　　　　　　　　‾‾－‾‾　‾「 

歌川広重死絵　　　　　　　　　　　1　：代歌川豊国 

山川団子部代々 �9　初代・∴代普「司 

紫花色吉原 �1．二代軟IIi豊国 ∴高 冲ﾈﾎHﾕﾘﾌｸﾆ��B�31三代歌月日皇恒l 

涼二宛消息 冤 冖ﾈ�����閏h��ﾖﾂ�

養老僻新上図　　　　　＿⊥1 劍�������b�jｩ(韃(���ﾆ��
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［マルチメディア情報センター］

＜ハイビジョンホール及びスタジオの活用＞

ハイビジョンホールでは、博物館制作のマルチメディ

アソフト「ハイパーハイビジョン風土記」の紹介やハイ

ビジョン映像の定期上映・博物館講座会場としての利ITJ

のほか、外部「升体の見字や講習会・イベントなども積柄

杓に受け入れ、そのサポートをしながら多様な活用を図

った。

・風土記・環境映像・映画・衛星放送・手作り番細

等のハイビジョン上映

・博物館講座・たのしい博物館

・特別展「すばらしき東濃の自然、再発見」開場式

・幼碓図・小字校の課外研修

・マイミュージアムギャラリー関連の映画会、音楽会

・その他　各種研修会、講演会

ハイビジョン映像の上映では、夏休み・春休みの期間

中、借用ソフト「銀河の魚」「ニューヨーク空中散歩」

「クメールの華」「根尾谷淡墨桜」「向日郷に残るiI本人

の心」「白神山地ブナ原星林」「生き物地球紀行i等を上

映し、親子を中心とした来館者に楽しんでいただいた。

また、特別展「すぼらしさ東濃のi当然、再発見」の期

間中はDVDソフト「忠邦Iiiの植物」を上映し、来館者

に鑑賞していただいた。

マルチメディアスタジオでは、20台のレファレンス製

革を運用し、常時風上記映像の閲覧ができるよう整備を

続けると共に、「県民情報ネットワーク端末」含め2台

のインターネット端末を′即寺運用し、CD－ROM情報と共

に来館者に利IiJしていただいた。

＜テレビ会議＞

昨年度の穂積町牛牧小字校に続き、坂i有村坂il同、学

校がすすめている交流学習の呼びかけに当館が応え、テ

レビ会議システムによる交流授業を行った。

当日は5年牛社会科の伝統的な技術を生かした工業

の学習の一環で、美濃焼及び束濃の陶磁器産業につい

て、坂i）同、学校の3人の児童と当館の掌芸員との間で

テレビ電話を通して質疑応答を行った，当初は1回のみ

開催の予定だったが、活発な交流が行われたことから2

回臣実施の要請もあり、大変内容の濃い授業となった。

第1回　9月28日（木）11：35－12：20（第4校時）

第2回10月6日（金）11：35－12：20（第4校時）
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テレビ会議システムの利用などの遠隔サービスは、今

後増加してくることが予想されるので、ソフト、ハート

を整えながらこうした対応を今後も納経する必要があ

る。

＜デジタルアーカイブ＞

県南仁労働部産業情報課所管の地域Ii醤艮文化育成事

業の採択を受けて、当館の所蔵資料のデジタル化を行っ

た。この事業は、後世に継承する必宴のある地域固有の

文化遺産、伝統芸能等をデジタル化して保有するデジタ

ルアーカイブを推進することにより地域文化を振興し、

地域の情報文化産業の育成を図るもので、背景には、総

務省が推進しているデジタル・ミュージアム構想があ

る。これは、辛戌3年皮から推進されてきた「ハイビジ

ョン・ミュージアム構想」を継承・発展させ、12年度か

ら新たにデジタル・ミュージアム・システムの整備およ

びデジタルコンテンツ支援、地域文化デジタル化事業な

どに取り組むようになったものである。

以下が、今年度デジタル化したものの概要である。

分　　　野 倬���{����B�カット数 儖X����ﾖﾂ�

考　　　古 迭�4　4 凛y�ﾉ�ﾂ�像 

暦　　　史 �(��b�56 ��9�9l｢�像 

民　　　俗 鳴�10 凛y�ﾈ枴�ﾂ�

美術二⊥二芸 嶋��R�248 ��8���8枴�ﾂ�

動　　　物 ����94 凛y�ﾈ���像 
5　5 店��R�静止画像 

有　　　石 迭�5 ��9�9lｩ�ﾂ�

合　　　計 �����r�512 ��

これらは、フォトCD形式、ネットワークでの高画質

配信や立体表現に適したフラッシュピクス彬式のデータ

としてコンパクトディスクに記録され、調査研究やイン

ターネットでの公開用に活用される。岐阜県としては今

年度から3年間にわたり、デジタルコンテンツ制作を計

画しており、今後とも同事業を継続して進めていきた

い。

＜iT基礎技能講習準備＞

IT（情報通信技術）普及国民運動の展開のために文

部科学省が策定したl、需鮎舌動支援設備整備事業（情報

技術学習環境の整備）を受け、岐阜県においても高等半

枚や博物館等の社会教育施設にIT基礎技術講習実施

のためのコンピュータ設備が整備された。
、輪台にも、

・デスクトップコンピュータ　10台

（視覚障害者対応のもの2台）
・ノートパソコン　　　　　　　40台

・インターネット対応設備　　1式

が導入され、平成13年度に開催する－一般向け講l痢こ活

用していく。



＜マルチメディア工房・ぎふ＞

岐阜県の帯揚づくりの　一環で「マルチメディア工房・

ぎふ」の第1号が平成7年10月1剛こ当館内にオープ

ンした。以来、県民のマルチメディアソフト刷作文接の

．場として一般に開放している（，

1．工房の利用について

サポーターの協力を得て以上の活動を行った。

①　高校年対象のハイビジョンマルチメディア制作講

座を5～8伸二計5回席〕催し、高校生15名（関南

絞り名、関商工高6名）・大字生2名（東海女子

大字）計17名が参加して作品制作に取り細んだ。

（①　同人・サポーターの協力を得て、牡別展の紹介番

組を制作した。

③　旧徳同村の写真家、増出たづ予氏よりノ奇賭してい

ただいたネガフィルムのデジタルデータ化に取り組

んだ。

2．ソフトコンテストについて

①　H12．11／2合同ハイビジョン丁づくりソフトフェス

タ2000のコンテストが大垣間吉報上房スインクホ

ールを会場に開催された。、、昭昌からはす鞘勿館講座を

通し制作された関商工高校作「関商しこへようこそ」

「自然を守るお年苓り」、関高校作iピタ物語」、東

海女子大幸作「東海女子大学夢物語」、小出香織氏

作「上人彬の世界2－語りかける人彫達－」を出

品した。

このうち関高校「巳夕物語」は奨励賞、小山香織

氏「土人形の世界2へ語V）かける人形達－」はデ

ジタルミュージアム推進協議会会長賞を受賞した。

（大会出品総数28作品、受賞8作品）

（2）H132／18第5回1マルチメディア工房・ぎふ」

ソフトコンテストが未来会館で実施された。当館か

らは同人の森井健作氏と共i耶ij作の「たづ千ばあち

ゃんの徳川アルバム」を出品した。この作品は旧徳

用村の写真家、増出たづ子氏から苓憎を受けた貰重

なネガフィルムをもとに、旧徳用村で生き生きと暮

らす村の人々や美しい自然を描いた作品で、優秀賞

を受賞した。

（大会、判子，総数92作品、優秀賞2作品、奨励賞8作品）

＜たのしい博物館＞

マルチメディア関連として「マルチメディアで探検！

恐竜の世界」「マルチメディアで調べよう！日本の歴史」

「マルチメディアで植物ウオ日ソチング」「ハイビジョン

で見るふるさと岐阜」等、5回開催したrl恐竜などこど

もたちに人気のある囚容の場合は参加者も多かった　ま

た、「マルチメディアで調べよう日1本の歴史lではCD－

ROMをi申し、にしたクイズ彬式の講座で、親子で莱しん

でいただいたくつ

インターネット関連として、親子を対象にして様々な

ホームページを探索しインターネットを果しむものと、

女性を対象にインターネットを通して趣昧の世界を広げ

るきっがナになる面容で客1回ずつ開催した、、参加者も

多く、インターネットに対する関心の高さを感じた。

＜博物館講座＞

十回連続の静i上面番組胡イ′i講座のほか、3回の逗縄の

ホームページ制作講座を間催した。後者では応募者が多

数になり、8名定員を10名に増やして実施した。，その困

り名が女性となり、半数以上の参加者が講座実施日以外

に来館されて制作されるなど、封に女性の関心と意欲の

高さを実感した（、実際にホームページの立ち上げをi冊さ

とされた参加者も3名を越えた。
＼ ��

鵜蔦 ��∴∴∴　∴　一∴　一 

平成12年度マルチメディア工房制作番組一覧表

（i）自然を守るお年需り　　　　2’58”　閲商工高生徒

（D関南上へようこそ　　　　　7’19”　関商i高生徒

－①七夕物語　　　　　　　　　7’52”　関高校天文部

お年寄りのボランティアを紹介／

関南上高校の施設設備の紹介。

関高校天文部の擬彰した写真をバックに、おばあちゃんと

少女の交流を描いた（）当油ハ位ノヨン丁つ〈十月中‾7ニス舛刑期減員

④東海女子大字夢物語　　　S’8”　東海女子大ノ予子牛　雪枝生活の様子を物語風に描いた。、

①上人彬の世界2　へ語りかける人膚達へ∴∴9’5年i　　十人彬の歴史、値うことのできる風俗・背景の紹介

俳中位ショバづ〈白ソフト7＿ニス舛000　デノクルミューノア捕縄歳寮諜賞

i（胡毎を越えた明治　－ヨーロッパが愛した焼き物の差－11’10’’　特別展「海を越えたl用台」紹介番組

㊤たづ子ばあちゃんの徳川アルバム　9’59－● 旧徳川村の紹介番組
i（第i回マルチメディア「烏iさふソフトコンテスト　優秀賞受理
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［教育普及活動］

1　概要

岐阜県博物館が生涯′予習の坊として、幼児からi部論者

まで親しんでいただけるよう、事業の囚容の量を増やす

とともに工夫に力を入れ、積極的に広報活動に努めた。，

また、′、j年交との連勝・融合の考えにたち、案囚・解説や

出面講座を実施した、

主な本年度の事業は、特別展（2回）、質料紹介展

（liiの、鮎川陳列（1回）、（財）岐阜県文化財保護セ

ンター主催の掴別企画（1回）、マイミュージアムギャ

ラリー尿小（8回）の他、批別行百・講演会・講座・

自然視察会など年間71回の催しものを実施した。その

他、ギャラリーrl埴土者がl聞合栄器演奏会を自主的に行
い、総事業数は80回を超えた。

展示では、「つ、ンズ・オン」を積極的に取り入れ、巨

大ヒノキのレプリカ・川寵や恐竜の実物化石などを用意

した（，催し物では、体験予習を多く取り入れた。

2　教育活動

（1）催しもの

催しものは、講演会（8回）、博物館講座（1引回）、自

然観察会（9回）、たのしい博物館（3月間、特別行事

（6回）など計71回であった

今年高評）催しものの主か「咄力棚要は次の通りである）

体騎予習をI印兄し、多く取り入れたく，「恐竜ナイトツ

アー」　「化石をつくろう」　「化石をさがそう」や

「火起こし器をつくろう」　「徳川のくらしを体験しよ

うi　　出二の〈らしを体験しよう」i竹でおもちゃを

つくろうiなどは、人気を博した、i

マルチメディア情報センターとしての機能を生かす囚

容の充実を図った（‖ハイビジョン番組用I信帥乱（5

回）　「ポームページ制作、勘油（3回）の連続，，酬亨や
マルチメディアに親しむ催し物を61時実施し、大好評で

あった。

埴別行iJi「L年がゆを食べよう」は470名、正午公図

事務所と共催の「lIJ生大会」は536名と、どちらも過去

最高の参）間者であった、，「‾響け！和太鼓」も含め、岐中

黒十即勿鮎の特色ある事業として定着してきている、、

さらには、岐阜県教育委員会・妓出航川村教育委員

会近合会主催の「岐阜県児童生徒科l、宮仕，i－展iii央展」

を昨年度に引き続いて開催したが、多くの入館者があ

り、iii則り出専物館で実施するよさがみられた。今後、よ

りいっそうの相乗効果が生じるよう、⊥夫に努めたい「，

（2）館内解説

雄別展・質料紹介展や常設螺の庚示鮪説を積極的に

行い、人飾者に好評を十専しだ

掴こ、射別尿「海を越えた明治」　「すぼらしさ栗源
の白妹再発見」では、上・旧出iを中心に担当者が精

力「’用二筋説を実施した。i

杜会見掌で入館したノ、浩校には、半枚の要望に合った鮪

説・案向を積風聞二行った、

さらに、出潮」展・資料紹介展などの特別企画や常設展

′中のクイズやビンゴゲームを作成し、小′、粋二を中心とし

たお子さんに好証であった。

（3）館案内

博物館に入館した方が館向をスムーズにみることがで

きるよう、本館2階のカウンターに解説員が常据すると

ともに、解説員・教育普及係が申し、となり、館i）収縮兄を

強化した。こうした試みは、入館者アンケートの内容に

も反映され、入館者の方に好評であった。今後も、より

いっそうの入館者へのサービスに努めたい。

（4）博物館における学校等の研修
ノ、予校・社会教育機関等の授業や研修を′羊芸員が指

導・援助、講話をしたく
・小中′’習交体験字習・lはい」、・本巣小・倉知小・金竜

小・藍Ii再1・上布知中・小金田

中等の学校
・テレビ会議……‥坂囚小学校

・マルチメテノア研修……岐苧工業高等学校・中濃西南等

ノ’習校・岐阜直立女子短期大′羊・

中部卒院大′、予・名城大半・県警

察半枚等
・博物館全館研修…・明宝中家庭教育学級・岐阜大字

学芸員講座・県小社研・県高教

研／公民・地歴部会・上業部会・県

高校・特殊初在住者1刑参会・各務

原1両、申教頭会・高等ノ、祁交美濃

地区教頭会・上石津町大半シル
バー教室・中津川吊中火公民館

高齢者大字・付知町文化財審議
委員・江南市社会福神協読会・

奈良県市町村社会主事陽議会・

浜松古教育委員会・収車両野瀬

北子供会等
3　広報活動

より多くの方に、博物細こ親しんでいただくためには、

尿小や催しものの）。鳴lIを図ることが重要である。，そのた

め、以i、のことに力を注いだ。
・新聞・テレビ・ラジオ・雑誌などのマスコミに対して

情棚是供を積柳’伸二行った。
・人が多く集まる施設にポスター・チラシの樹l招く頬を

積極的に行った。
・児童・生徒に合ったチラシ・案同文書を作成し、聞出

内及び近隣の半枚に配布した。
・開高自治会員用チラシ・案向文書用党を積梗活IiJL

困売

4　博物館実習生指導

8月281」（月）から9月l Ll（金）までの5　日間、

東海女子大半（7名）・岐阜女子大帝（3名）・岐阜

大′羊（4名）・愛知教育大ノ羊（1名）・愛知県立芸術

大字（3名）・瀞同大ノ羊（1名）　金沢大半（1

名）・筑波大半（1名）・茨城大′羊（1名）・愛知大

学（1名）・愛知淑徳大学（2名）・金城掌旋大半（1

名）・名城大字（6名）i吉雄雷大半（1名）　立教

大字（1名）の15大半から34名の′享年を受け入れ、実

習生指導を館長・羊芸部長をはじめ、ノ羊芸部職員全員で

行った。実習生が充実した実習体験をすることができる

よう、職員一同努めだ、
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5　資料の貸し出し

分野 亢�ｭikﾂ�資料名 弍ｨｭH��ﾟ�ﾈ艾�｢�点数 

自 然 ��ﾙn位倡9zr�Iii醇し類頭骨標本 ����(�SH�S�H-b�10 

、督i申／’予校 僣】2・4・29 

規正立倉知 �4ｨ8�5�� 覆�

小学校 僣i2・4・28 

御潮時 �4�4�5�4｢�H12・6・23～ �2�

教育委員会 僣12・6・28 

岐阜古、「I �8ﾈ7h8ｨ4ｩw�5h8ｨ5"�H12・7・2－ 鉄��

陽南中！、浩校 �99hI��H12・7・16 

岐阜県 俑�(�5�8�486��H12・7・2（1－ 途�

自然環境森林課 剴咩�2㌧8・21 

岐南町歴史 �ｹ���H12・7・27へ �3��

民俗資料館 僣I2■9・5 

多治見直立 �8ﾈ7h8ｨ4ｩw�峪���H12・7・31－ 田��

脇之島中半枚 僣lZ・8・5 

揖斐川町彼揚 冩)��8ﾈ7f��ｨ4ｨ�YUygｸ7��H12・8・7－ 鼎��

）産業経済課 �6ﾈ8ｸ��4�4�8ｨ8ｸ5��ｸ5��H12・8日O 

十年∴十十 ��ｩ�ﾈ5�8�486��H12・8・7－－ 　HI2・8・14 唐�

エコミュージアム �5�4ｨﾇｩHﾙ�ｲ�H12・9・1へ／ �2�

関ケ原 僣12・10・20 

岐阜直立陽南 　　中学校 �6ｨ7ｨ985H8ｸﾙﾈｦ��H12・9・28－ 　日12・10・28 釘�

7　平成12年度刊行物一覧

分野 亢���ｭh��kﾂ�寮　料　名 弍ｩ;x�僖霾�?ｨ�｢�点数 

白 ∴ 儂yXﾉ+ﾉzr�昆虫標本 陪�(�S��?｣�-b�13 

長良il軌、字校 � 

カ「7セミの会 �:饂羽ﾙ�ｹUygｲ�Hi2・8・2－－ 　H12・8・10 ��B�

和白∴　十㌧ �7x7(ﾙﾈｦ儷ygｲ�H12・11・21－ ���

県広服センター 俯YD�,ﾈ5�8�486��H13・1・7－ 1113・1・19 唐�

図両倉知小学校 �5(5x8X5�48�R� �"�
ヌートリア 陪欄(�S2�

岐阜高科′予館 �ｹ���XﾏY�ﾒ� 唐�

6　図書資料

平成12年度現在の図書資料数は、再己の通りである（，

図書質料数 間柄年打出川上帥二十 儖X������ﾖﾂ�

人文関係 ��8�3涛2�合力剣如1 ��

自然関係 ����3Cモ�含棚儒文月 ��Xﾄi�ﾉ[hﾌ��

統　　計 �#H�3C��� 

名　　　　　　　　称 �7�ﾗ9D霾�?｢�判、貞 兀H�姥��備　考 

岐阜県博物館だより　第71号 ��(�CH�C��A4　4頁 �(�CS���友の会増刷　仁）50） 

岐阜県博物館だより　第72才 箔(�Cx�C��▲114　′1頁 �(�3S���友の会J馴IJI35（＝ 

岐阜県博物館だより　第73号 ��(�C��畔��ﾂ�Aノ／1　4貞 �(�3S���友の会増刷（35〈月 

岐阜県i事物飾搬第24号 俣(�CH�C��A4　37頁 ��X�3#��� 

同友i2年度岐阜県博物館催しもの案囚（A2判） ��(�CH�C��＾2 �(�3S���

辛成12年度岐阜県博物館催しもの案i）1（A∠甲子） 俣(�H����C��A4　3ツ折 鼎��3����

博物館パンフレット ��ノ■iili4　観音折 �����3����

ハイビジョン凪上記！ひだiみの紀行」利用の手引き 偃X�8��8�H�ﾃ��A′4∴3’ソ折 ����8������

岐印「璃一物鮭調布研究報告，VoL23 ��8�C8�C���A4　73頁 都���

特別展図録 ��A4　68頁 塗��(����友の会増刷 

海を超えだ明冶一三十一口ッパが愛しだ焼き物の定一 劔（1，000） 

すぼらしさ東濃の自然．再発見一宮大とノキが見てきた生き物たち－ 俣(�C��C#2� ��蜜����（／1．600） 

特別展し鮎録の増刷 �� ���友の会増刷 

iij空さんと私 劔（1，000） 

特別膿等のボスタっちらし 海を超えた明活、ゴー一口ソパが妥しだ焼き物の美～∴㌍スター ��(�Cx�Cr�B2 �(�3#��� 

海を超えた聞流－ヨーロッパが愛した焼き物の英一∴ちらし ��(�Cx�Cr�A／1 ��｣CX�3����

すぼらしさ東灘）ロ妹，由総見十二天と／キが旧年二生き物たらへ　ポスター ��(�C��C#"�B2 �(�C#���

すげらしさ姑尉7）自然、再細い巨）章）キが見てきた生き物たち－　ちらし 俣(�C��C#"�八4 ����X�C����

資料紹介娘・特別娠列のパン「7レットi冊子 は〈せいはうんちしない　　らちし 描かれた術道∴串間㍉広重の中し出自＼ポスター ��(�CH�C��∧′／l B2 ����C����友の会増刷（151000 

12．12．20 �500 

描かれた筒道∵国労・広重の中川道∴∴∴∴∴ららし ��A／1 嶋�C����友の会増刷　日710（用 

マイ・ミュージアム刊行物 ��(�H����CR�A4　　4員 ������������ 

マイ・コレクション第的号 剴��C����

マイiコレクション第40号 ��JIl4　4真 ��8������

マイ・コレクンニ†ン第41号 ��(�Ch�C#R�A／1∴4貞 ���3����

マイiコレクション第42号 ��(�H�ヨ�H,ﾒ�1日／1　4頁 ���C����

マイ・ニlレクシヨン第43号 ��A／1　4真 ���3����

マイiコレクション第44号 ��(�F薄�"�A4　4員 ���3����

マイ・コレクション第4i号 ��8�H���8��B�A4∴／「真 ���C����

マイ・コレクション第46号 ��8�C(�C���A4∴（／1真 ���C����

マイミュージアムギャラリー　ポスターー ��(�CH�C��B2 ���3����

マイ　ミュージアムギャラi）　　ち了，し ��(�C�6ﾓ��C��A／1 ����3����

は．∠1．1 ��10．000 
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、向皮12年度の催しもの結果　覧

事　業∴名 弍ｩ?｢�末、 ��B�定員 侭�ﾈ�h������������������������$｢�参加人員 

特　別　痕　講　演　会 度��3�� 儉｢�130 兩ｸ鉉?ｨ揄Jﾘ檍,ﾈ揶�鬨鵫����������kﾈﾌ8ﾜ�ｽ�侈ﾉmﾈｭ緬uﾈﾇﾈ醜��揵�ﾈ��ｫ)Wh+8/��88 

8／／6 剩ﾊ ��3��世界に運用した美濃焼　　　多治見吊文化財保護センター　小木曽郁夫さん 田��

8／20 剩ﾊ ��3��万国博覧会と日本の仁芸　　　　東京国立博物館陶磁室長∴伊蕨　嘉章さん �.����｢�

iO／1 剩ﾊ ��3��ヒトソハタコ、ふんし辛もん工や，）の不，し、議 　　　　　　　桐山女手周大字名誉教技大iiI敬久き／ 鉄��

特別展講黒点 文化講演∴会 �������� 儉｢�130 �8ﾉEｨ,ﾈ7�4ｨ8ｨ6�485�485ﾈ4X/�%H.�����������ｯ)Xﾉ�X�ﾈ�i/ｨﾋh�8��ﾘ(ｻH����鍠+8/��6i 

lノ　イ丁　　　（、ハ ��∴ 剌纐ﾚ） 冲ﾈ�������(ﾗX�樢弍)Xﾈ*ｩDﾙ��,X*�,�+ﾘ�����ｨ�b�57 

名上屋大だ子名）、丈数段　糸魚川圧iJ‘i〕i／ 
iiO i／14 冓H�B�俣3���?�H8�｢�縄文、材Cの山　粗の〈っし　　　　　　　　　示良人手放接　木　　拓良し′レ ��cB�

般 劍5ｨ985��ｸ耳ﾋ顰韈��ﾉ?���D�,假�+�,H��������������?���X鬩kﾉu�ｨﾕｨ��JｩN��������x+8/��126 

悼∴物　館　講　座 店����b�敬語関係者 �40 �6��ｸ6�4ｨ�ｸ7(984�8�ﾈ����������������������nﾉ+�*Hﾘ�h��(f末冏ｸ鵫*ｸ/��30 15 

6／10 俘(ﾕｨｸﾘ決�2�唐�ハイビン≡Jン番組を作ってみよう（1） 

6／24 俘(ﾕｩ�h決�2�唐�ハイビジョン番組を作ってみよう　を ��6��

7／16 俘(ﾕｩ�h傑��唐�ハイビジョン番組を作ってみよう　（3） 末｢�

7／20 儉｢���3��明治新しい時代の到来 �#R�

8／i 俘(ﾕｩ�h決�2�唐�ハイビジョン番組を作ってみよう　点 ��R�

8／13 儉｢���3��美術工芸品に見る目欧文化の交流 ���r�

8／26 俘(ﾕｩ�h決�2�唐�　　　　　　　近代L」本美術上宝研九会∴：輪∴方明。ん ハイビジョン番組を作ってみようiSii 俣B�

1／14 俘(ﾕｩ�h決�2�唐�仁一ムページ制作講杯　一十一 又��

1／28 俘(ﾕｩ�h決�2�唐�ホームペ一一ジ制作講座Ib ����

2／18 俘(ﾕｩ�h傑迄�2�唐�ポームページ制作講座ie ��"�

3／　4 儉｢���3��インターネット技術の進化と現状 �#��

3／18 儂"�俣3��中山道と宿場町 ��Cb�

白　黒　観　察　会 �8����R�親　　　　子 �30 �8ｨ6�/�+X*�6�,I5�/�,(*�-ﾈ*h.h*C���+X*�*��｢�35 33 

3／21 8／ ��X��������R��3��ワナをしかけて虫をつかまえよう1（採集） 「六、は千丁白寿二か 

iO 8／24 �����{���X��������3��3��）ナとしカナて虫とつ刀まぇよっ2（しカけ） リナをしかけて良をつかまえよう2（採集） �#2�#B�

8／27 儉｢��#��サリギキ≡日ソを見る会 �#��

9／3 儉｢��#��モウセンゴケのじゅうたんをのぞこう �#2�

10／28 ��X������������3��ワナをしかけて山をつかまえよう3（しかけ） �&��

11／11 亢ｸ������������3��リナをしかけて虫をつかまえよう3（採集） �#����ﾂ�

2／4 ��般 �#��百年公園のバーードウオッチング　　　　　　　　　　　　　塚原　博良さん 

だの　し　い　博物館 滴���b� 儉｢�20 豫��,ﾈ+�-ﾘ+�/�^�+�*Fﾂ�14 

4／22 ��般 鼎��ハイビジョンで見るふるさと岐阜 澱�

4／30 ��般 �3��大連こし器をつくみう 的?���

5／　7 剩ﾊ 鼎��親子バードカービング教室2　　　　　　　　野鳥彫刻家i人用」春雄さん ����

う／28 儉｢�鼎��化石をつくちう1 鼎r�

6／ii 儉｢��#��観察のこみちを歩こう2 �.��

e／！8 儉｢�鼎��陶芸教卒∵－茶碗をつくろう－　　　　　　　　陶芸家　岡田孝司i春海さん 鼎r�

7／2 7／8 亢ｸ�����������L｢�鼎��竹細工一一竹でおもちゃをつくろう－　　　竹細i向山原文施さん ノイズで探検言出湿欄ir �3��

7／22 ����L｢�鼎��ク、し本央目す物順i のぞいてみよう栄しいイインターネットの世界 �3��C��

7／2〕 儉｢��3��染付（印版）の湯呑みをつくちう �3b�

7／29 亢ｸ�����������鼎��恐竜ナイトツアー（夜の博物館探検・7／30時00絡11 ��ﾈ�R�

8／12 儉｢��#��観察のこみちを亦こう3 �#��

8／17 儉｢��3��化石をつくちう2 鉄��

8／19 傅ﾈ�ﾉKﾉ�h決�2�鼎��マルチメディアで再現日1本の歴史 �#"�

8／27 儉｢��3��七宝のペンダントをつくろう 鼎��

（）／2 儉｢�鉄��西浦の吹絵技法によるフ＿「、アリー－ランプの夕べ 田2�

り／10 ／ 傚x���������ｲ�鼎��　　　　　　　　　近代11本美術上人研／。ノヾのみな←ん インターネットで広がる充実ライブ1、㌔敢 ����

913 9／17 儉｢�L｢�鼎��C��C��竹細i∴竹龍とっくみうー　　　　　竹細上浦在原文雄しん ハイビジョンで見るふるさと岐阜 鉄2�C��

9／24 儉｢�刄Nイズで探検日揮勿館 都r�

10／8 儉｢�剴ｿ目iのくらしを体験しよう　　　　　　旧徳目i民家所有者　宮川　澄雄さん �#3R�

10／14 傅ﾈ��h傑����刄}ルチメディアで植物ウオッチング 又��

10／15 亢ｸ������������#��ヒノキのネームプレートつくり ����

10／22 ��X������������#��ijクリク草木染め体験 ��r�

11／12 儉｢�田��あなたもそばうち名人 滴���｢�

11／i2 ��X�����������鼎��森の逓彬教室一一森にすむ動物をつくろう－一　　　道彬作家　水野　政経さん 鼎��

il／25 傅ﾈ��h決���2�鼎��マルチメディア〉〈笥親分！恐竜の世界 滴���｢�

12／3 儉｢�鼎��ひこうき凧をつくろう �3��

12／17 儉｢�鼎��わら細上一正月の飾ii）をつくろう一一　　　　　わら細⊥帥　出し」嘉l歳さん 鼎B�

i2／23 儉｢�鼎��花もちをつくちう　　　　　　　飛騨ファームランド代表　北村　隆嗣きん ���"�

1／6 儉｢��#��観察のこみちを歩こう／1（七草ウオッチング） �#r�

2／25 ��X�����������鼎��昔の〈らしを体験しよう 都"�

3／11 儉｢��#��観察のこみちを歩こう5 ��"�

3／25 4／29 5／1 ��般 般 般 刄Nイズで探検！博物館 郷けI和人鉦　　　大丸主上業‾埴‾午国吉ん暗部のみなぎ 塔B�

特　　別　　行　　事 � 凵l00 �99 

：0／2； ��∴ 般 鼎��首i＼攻　　　　　　自業画章子校、、収。i，）大入。ん 化石ゼミナール1－化石をつくちうー �3Cr�岬R�

ii／3 儉｢�鼎���評主公園i博物館を写生しよう 鉄r�

11／5 儉｢�鼎��化石セミナーつレ3－化石をさがそう一一 �.��

1／7 儉｢�鼎���L草がゆを食べよう 鼎s��

車∴∴∴∴業　　　　名 們�����邵����ｯｨ����ｭB�l　　　　　　∴　　　　　　∴　　　　　，・ 豫�y�ﾈﾏｲ�

春休み 滴ﾈ貳迄���8�ｨ�ﾃs���仞��｢�行ってみたいな中央ヨーロッパ、アラジンの）iJ］i険、ドナルド大好 ����s�R�
ハイビジョン特別番組のii，映 凾ｳ等を上映 

夏休み 度ﾈ�#�?ｨ�冦��ｨ�ﾂ�銀河の点i、、二二I、－ヨーク空中散歩、ジュラシックパーク、根尾谷薄 �8�C3s��
ハイビジョン特別番組の上映 嶋ﾈ�3�?ｨ�冦��｢�墨桜、白月朝に残る日本人の心等を士映 
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［図書資料寄贈者芳名一覧］

（十戒12年〕月　日1－　　　　　　　　埼上県、’′さいたま質料館

当′成13年2月28用　　順序ィ、同）　川i同調郷i博物館

さいたまIi車）博物飾

［博物館関係］　　　　　　　　　　　　大間「旧掴勿館

国吉I椿i吏l招宥博物館　　　　　　　　　1川1両郷日射勿鮎

東京ii同「潮勿IRil　　　　　　　　　　　　埼i県立白状史博物館

同一口上出潮勿飾　　　　　　　　　　　　丁葉県立日日）〔博物飾

神，：技術鮎　　　　　　　　　　　　　　海の†晒勿飾

東京国立近代実相飾　　　　　　　　　　我孫子市鳥の「悟勿鮎

ii吊I科料博物館附砿白黒敦‾音開　　　　高立「出i同黙博物館

点在時日′博物飾　　　　　　　　　　　　丁葉両用曽利貝塚博物館

iii、生り存予博物館　　　　　　　　　　「即日′現代産業科′子飾

奈良匡‖′灯旧作研究所飛鳥奇相鮎　　　「葉県立大利根博物鮎

此間）出開拓の村　　　　　　　　　　　　千葉県立1線博物飾

北l事劃開拓記念fi′し一　　　　　　　　　　　丁葉県立総南博物館

北海道立北方尺脇、博物飾　　　　　　　「葉県立安房博物飾

釧蹄i直l博物飾　　　　　　　　　　　　千姫1，日i′l）諦念のむら

十．小牧吊博物鮎　　　　　　　　　　　　丁葉県、i′lI諦封武上古y）iT

糾問日月用木博物館　　　　　　　　　　丁葉県立関宿i威し射勿蝕

iiいiI函飾博物聞l T葉音美術飾

相帆直控当用さけ和雄昌　　　　　　　義政記念細

見苓捌勿化信博物飾　　　　　　　　　／＼TI用I∴i′博物飾

根冨旧紺勿飾肌貴酬置く　　　　　　　足、ナ直立郷【博物館

i土曜刑ひがし大雪博物飾　　　　　　板橋iメ‾－’′郷出節i飾

川嶋町立博物鮎　　　　　　　　　　　大i用X立互旧聞勿館

等両立「鞘勿飾　　　　　　　　　　　　緑の）軸物鮎

聴聞同町∵′酷ケ痛†　　　　　　　　　　　たはこと」諒7）博物飾

利尻町立博物飾　　　　　　　　　　　　東京縮iIr東京博物飾

高森県立郷間一　　　　　　　　　　　問日用日月専物庸一

八日市博物館　　　　　　　　　　　　　LiL山容iメ∴′＿郷i寮料蝕

告丁県立博物鮎　　　　　　　　　　　柄′同l郷十条料享

北i向、↓′鬼の鮎　　　　　　　　　　　　家具の十掴勿鮪

牛の博物館　　　　　　　　　　　　　　出品出潮旧質料鮎

葉栗filJ：博物鮎　　　　　　　　　　　　一つi文中

仙台i伸雄新館　　　　　　　　　　　　　北1人飛鳥ii間物鮎

川台ii囲享鮎l　　　　　　　　　　　　　久米美術飾

仙台市1高月追跡保存館　　　　　　　（勘気立港郷i硝i館

斎蕨減点†会自然史博物飾　　　　　　　リントリー一美術鮎

仙台両替i吏I引合蛮習飴　　　　　　　　Iil一束京だ⊂もの間

東北軽虹悟勿鮎　　　　　　　　　　　　調布ii朝：上†引物臨

地頂の森ミューンアム　　　　　　　　　面川手郷）の森i鞘勿鮪

洲間口小用勿鮪　　　　　　　　　　　　東京都高尾自然和浩博物鮎

iil彫県立博物飾　　　　　　　　　　　　昭和細

山彫美術鮪　　　　　　　　　　　　　　所用子美術館

故地博物鮎　　　　　　　　　　　　　　貨矧i囲離宮

県立うきたむ鳳正己の五考古質料飾　　神余日肌用宮山博物鮎

福島県、il博物飾　　　　　　　　　　　神奈川冊立金沢文中

1本旧暦吏民俗登料細　　　　　　　　　野の博物館

／短期十川和吏飾　　　　　　　　　　　　榔兵マリタイムミューーシアム

出回）立博物鮎　　　　　　　　　　　　根浜正座史「掴勿飾

日立市郡上i別離富　　　　　　　　　　　海汗fi′出女術センター

ミュ　シアムハ一　夕茨城県i当然博物飾　小田原而細目文化飾

栃木県立博物館　　　　　　　　　　　　川崎畠山民ミュ　シアム

小向iiいiI博物鮎　　　　　　　　　　　　神奈Iii県、iIIl命の星　地球†鞘繍il

栃村1，日iILもつ間武i記の丘質料飾　　辛塚市博物飾

群鳥県：月計吏i冊勿館　　　　　　　　　　泰子ii吊桜十千日頼朝力、飢

碑lゾ県立自然史博物館　　　　　　　　　銀行iii宣飾

引用‖↓′則i捕物鮪　福沢一部記念美術鮎∴∴杖征は日向1無人文博物館

浦和「置l郷1博物飾　　　　　　　　　　箱恨刑、‘′森のふれあい鮎

埼口早同朋勿飾　　　　　　　　　　　　下郡勘原中立†事物飾

厚木巾郷上質料飾

iii梨県立科享飾

i出面立博物館

i川向i′信濃11廟、寺質料鮎　　　　　　十十本モンキ　士／夕

l小目i立博物館　　　　　　　　　　　受用廿陶砂梢1鮎

長野直す博物鮎　　　　　　　　　　　豊川朝日質料飾

長野県立座吏鮎　　　　　　　　　　　豊日出美術鮎

さらしなの甲替耳梢雁　　　　　　　豊臨日割Ti刑勿鮎

飯11両美神耕勿鮎　　　　　　　　　　旧馴同然旧博物館

飯HiIlJi郷考川手料勿鮮　　　　　　　　旧柄i　用有i本陣売

出と剛勿館　　　　　　　　　　　　　緋和地日高煩飾

須坂高一月博物蘭il　　　　　　　　　　　剛聞出硝i質料飾

信濃町母子星間ナウマ／ゾ「用i物飾　　間柄」別間「物神

仕Ii噺時化Ii博物鮎　　　　　　　　　′安城I旧年吏出物鮎

聞

別冊掴勿鮎　　　　　　　　　　　左目′i向直圧点俗質料鮎

和昭五日l博物鮎

長上（出品料′了同物飢

細別，日原I吏il掴勿飾

冨Iii県中央柄物関

川i市郷i博物鮎

訂iTir旧情文化センター

魚津水族飾

出し用同一打i旧物餌

松竹両立i剛勿鮎

向日カルデラ砂防博物館

石川県、il悟il博物飾

在日冊立美術鮎

在日帆船揖漆芸）〔祐」鮎

小煩同、il博物鮎

のと布洋ふれあい七／夕

松任高∴‖i川　政記念美術鮎

i剛直′i旧カ所“－i

I引回1暦山間洛即i鮎

3品〉日用少年層′）神宮i

ト二子夕i車吻鮎

名目l詰Jストン美祢用ii

I、1時博史尺俗紺l細

密鮎上川浩一吏大硲質料鮎

産業技術記念鮎

IillliIiri照付日朝廟・＼巨1－1＿／／仁二ノヶ

国i同日iIT明細il

神目徴古飾l黒葉柄

桑名i旧刑勿用

事羽水族飾

霜宮林吏博物鮎

福ji県、“I恐竜博物館　　　　　　　　　）、汗

柄井日日⊥I柄相席吏民俗質料飾

福井県立出城湘†

福）irli白味吏i掴勿飾

臨li県i当残保譜七／夕

裾井県立・釆朝倉民遺跡寮料鮎

敦費出立博物鮎

、浩涙町郷十′糾1飾

静間県立）手許丁短

調iY，冊子、‘I碑！日揮勿神

目京Iム敦実朝I賑典肌Ji

久能出来照引用勿館

湘1回川高批引合質料鮎

沼津出川台史料鮎

焼一回両替吏民俗需用樟

焼枝高郷出国勿鮎

浜松Tm専物飾

沃松高来器博物鮎

変相県美術館

愛知芸術文化セ／夕

徳用美術館

矧両用　ノ畠勿飾

仕出、l上代出向鮎

巌組県立片品間文化鮎

海星県日当七色〈it用出郷主

産根城博物鮎

星型主立宏i城考ii出物鮎

高貴県　陶芸の極

i品′長淀城座吏博聞聞

伸1人同文化質料飾

黒丸暦i吏民俗＝一物鮎

細芽短刷il

点部面l結合質料鮎

星郁文化博物飾

時日i六日上世枠用

！，i間宮］鮎

点者【用　出勤日有料飾

大阪吊　′博物用

人抜出　′）÷諦l鮎

大阪両立律子飾

大阪吊il」状l悟吏出物鮎

大阪人相i鞘勿飾

吠出川、i′剛細1

名il握Ii刷物飾　　　　　　　　　　　大阪Il‖！弥生文化剛勿飾

名品計古立市政質料離　　　　　　　　間京用言′居丈細i鮎

名品玉ilJ和子飾　　　　　　　　　　　）1割i川向　′郷上賃料鮎

名Iii居iIi美術飾　　　　　　　　　　　他川上’′母i吏尺誰読iJ同相

でんきび）料亭鮎　　　　　　　　　　　　大阪l布告止つ1聞出一物仙

名、Ii居ili刷盲台考iii蜜料飾　　　　　　神li1日′i刑細1

両日射勿飴　　　　　　　　　　　　　神）同、i′小破記念畑I佃il
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兵I甲、吊歴史博物飾

日本玩具博物館

雄踏吊丁年JO‾）里・美術上芸鮎

姐略直立水族鮪

iI暗1巾大谷記念美称諭rl

明石iiJ文化博物館

lL川津、史博物飾準lI置、

和1時五人と自然の博物飾

夫和文勘鮎

県立梼原考古′子研究所附届博物飾

同情考古質料飾

奈良井日月土俗聞物飾

奈良県立美術飾

和歌山県I博物鮎

帥f周囲　′ii殊ii掴勿飾

減近新柄日

，ii潮時十立博物鮎

林間l外、帥Ji層勿細

岡iii県立美称手酷

iI，川i県、日，l桐谷郷itiLl

《旧1回l仁質料飾

合i取高I白星吏博物鮎

I点：川」ノ友佑動物公国

i点i誹主立実証「鮎

I古生県立博史博物硝

子1本はきもの博物飾　郷i玩具博物嬬

広十丁引」森林公園最良飾

上聞Ii再考、ii博物鮎

川i甲　州i「間物飾

間中ii吊小出i′I飾

鮎五iJ歴史民俗質料飾

f畑i，台利子剛勿鮪

II虹親日I出物飾

徳畠iii立は烏城博物館

品衿ii用、吏質料飾

香Iii県白状神子鮎

香川旧暦吏博物館

愛嬢県∴中持物高一

親友県請合伸Ji旧物鮪

親側〃il甲吏文化i用勿飾

iJli同一十日向上し酢記念碑

同相県日中1月吏lU宿命神経

il布目両家ノ出物質料飾

細聞出語合国吉細

目圭町層吏尺俗鮎問i

神聞古I、値飾

神位日用i物飾

仙刷i「il少年神子鮎

北）し州ii」∴中一－、吏博物鮎

北lLiliiii〇五i当状i吏博物鮎

jL用件i吏質料鮎

l常用県立母物飾ノ　短梱il

良問日立新川中開飾

備付i日立刷i暗

礁本日中樟本博物飾

撞木県立蛸iIII古城飾

大分県　上作刷日記の乱用往蜜料鮎

大方、県立座i吏博的席†

大方県立甘†史料鮎

帰県結合日用勿liiく1

み当ノゞ主席i士文化鮎

椎葉民俗芸Tl糾掴吻鮎

鹿児島県立博物飾

庇兄烏iiJ立）割輝鮎

庇児。i日用歴史質料センターー黎明鮒

ミュ　シアム知覧

I坪野農芸博物館

名護十弾吻餅

肌靭市立高l誹難物博物館

iii妊廿日事物鮎

岐阜県歴史寮習館

岐阜県美術飾

収i日印畑喜飾
‘、、締さ間暦i吏民俗質料飾

大ナ「同、iI図苫餅

かかみがはら航空弓川畑勿鮎

名和上山出物飾

岐阜県陶巌賓料飾

伎目白歴史博物嬬

岐出庫i写鮎

川騰′本　　来　一記念館

大損実誰子飢

細別打朝生吏民俗奇利鮮

血爆記念くすり博物鮎

森の文化博物館

両月i環境粟国

タルイピアセンター

美濃和練の里奈結

晶中町鳳、史民俗質料飾

描斐川町熔一丸民俗質料鮎

i間上郷i資料館

みのかも文化の森／同寸ミューシγム

ことも陶器出物飾

」品良1十月ヒIi博物館

瑞浪向直∠瀬瞭大部記念館

瑞浪両胸儲質料飴
「1両」近みたけ飢

ミュージアムii間I道

中iii道広重美1I剛白

亜早川」鉱物†別勿蝕

ri用Iiiii用巧勿飾

飛騨のiii樵飾

飛騨みやがわ考古民俗館

高日日聞く士飴

ri本最古の石博物飾

［博物館協会］

LJ本博物鮎協会

収甲），i博物館協会

全回利′糾問勿飾i杭義全

点桁irJ囚博物館臨設達絡協l議会

刷ii県博物鮎協議会

デンタル　ミ1－　シナム掘進i鮎義会

［役所関係］

青森県環境Ii血潮1日吏細きん室

定点i用字名大自信房

Ll本財申i

文部相弓谷

文化ll文化財保様部

日本料享技術棟典財川

村′了技術振興事業団

il本棟lつJ文化振輿［引日

章ノ両開発事業用

綾瀬向日史緑葉雫

福用廿日然保護課
′愛知県県史縞さん玉

名ii」居植物防塵所

名iI、居城管理事務所

国i交通省中部地方建設局

中部森林省リii局名古屋分局

木曾用i、流i事事旅所

高原枚策広聴広満′諜

上聞直正史経略享、

Hi交通省自伏只I回帰究センター

山井出川殊環境森林説

破中黒地域県民部

岐阜県農業技術研究所

岐阜県保健環境研究所

1時阜県水癌1時鹸所

岐阜県広諏センター

化の部きふ掘進センター

岐阜県産業結く剤脹輿センター

水蜜（即日発公用神目ダム建諾所

収早同文化センタ

大山巾文化事業用

飛騨数台事務所

高′訓町役場

藤橋用役揚

i出iL巾役所

i川町役場

闇両川1

回如J役所

Ii屈町役場

大山iiJ文化会鮎

多冶見市文化会細

谷柳原「口民会館

ノットビアシ十）、／

［教育委員会関係］

北海道教在庁′間宮：習部文化課

高森県数台委員会

不桂川」数台委員会

碑馬県敦台委員会

秩父高教台委員会

岬II谷区教育委員会

神奈Ii岨教育委員会

厚木同教育委員会

蕗沢而教育委員会

松本再教育受口会

【同舗厚女子J委員会

「，小崎‖）敦台委員会

安城正教台委員会

秦日月i席女育組員会
ノI′岬i教諭委員会

江南正教台委員会

i）し出直正教肯委員会

（出直教育委員会

他日旧教台委員会

友l農＝i」教育委員会

多度iiり教育委員会

歳費累教育委員会

京部吊教育委員会

京間辺i庸女市委員会

長岡京巾教育委員会

大阪中教育委員会

－31－

泉佐野市教育委員会

能舞11時女育委員会

姑酪i庸好手委員会

祖同県救命庁総務部

日本向教育委員会
一好町教育委員会

長iii，剛十教育委員会

岐甲，故育委員会

妓甲黒総合教育センター

映しi川上生温高宮′江二ンタ

用品郡山用教育委員会

各務原宜教育委員会

大山i酵知行委員会

真正i町教育委員会

間「庸雄†委員会

他用町教育委員会

大和回教台委員会

可児iii敷石委員会

鳥肌町教育委員会

多活見向教子「委員会

土用用」教育委員会

仕短日町教育委員会

丹／i川村教育委其会

i′昂す教育委員会

関ケ原古少イ申1保の家

御苑少年当然の家

肱車両少伸′昭＼の未

収i出持出宰校数由i月究全

般i目星小申年校長

山持出し」、ノ浩校社会科研究会

肱i晋好子奈

岐i日用高鳥′手校長協会

収i出目」年子校則痢助手研究合

服iii県PTA達全会

iii掠り割出登用研究i霜議会

岐†県Ii，ij，」付点山川教育研究会

時日地理半金

［学校関係］

初出1人ノ」i　予霜畑ri紬、J届鉱業博物飾

東北Ii、術申1人・l姐ヒ文化研究セ／クー

東；化大子稔合宰相博物鮎

東北大i，弓、），伸し美幸新値吏研究実

用彫大・邦lj届博物鮎

鉛皮大写植吏人類ri’系

筑波大子地原料ノ；糸1時1浩二

筑波大子車日当飾部・iI醤障潮課

図甘酢帰服大），年子原図「据音

跡見ノ言問女子大・常雄如し念賓料鮎

川村ノ，囲女子大子中目上頼信

東京人′l月吏引綱纂所

，宮一間，大ノ，

剛理詰：出′了校

お茶の水女子大′、」半iiJl．耕iii

東京歳1人ノ邦付属鵡細川i物鮪

実般女子大′Jt’i鮎軌鮎予言耕用i光宰

実牒女子大写実子美術史子持研究霊

立教大′子子芸員，，耕ii研究享

東京大子地震研究Iリi

多「乍美術大′子宗教新旧）は嵩；

武Ii一即手美称丁大ノ子

iii相川大ノ丁重常人　記念博物鮎



聞古船中ヾ子女∴′帯封・美術史′子研究字　［研究機関・出版社・その他］

町子陸大字考古l‾習用件　　　　　　　東川口申立丈仕出同月究所

東京基米人十歳業予習暦　　　　　　　年i中古　の九尚蔵鮪

回，・耽人士曲勿飾、子研究辱　　　　　　Ii）川正倉陸車載用i

ii本人！，た文理！，牛用山原システム料∴∴∴∴奈l用品文化肌用究lリi

ii本人′予出初寮湘利子部査問鮪　　　　アイヌ文化振興　研規推進破調

i用台大雪博物鮎　　　　　　　　　　　北海道－↓′アイス民族文化研紅ピンク

i凧台大′，・考古′子璃物鉦　　　　　　　　北細塑北見文化センター

来京家故予防生証文化博物鮪

神奈川大子「7本ノ机上文化研究所

柄毎大ノ出校地中l部亦調布i寸）

結合研究大子防人（，

帝京大子‖1梨文化刷i月究所

新況大子理′需i地質宇和教室図書鮎

金沢）こ術「芸大l予図台鮪

ii詐同大′了理月間防長字fi教宰

東海大l浩（会敷石センター

i帥ii大′予人相′予博物舗

名品1リ、字年代測定質料Iji究センター

名i出目、′，リ＼気水圏科′“揮ji究両

名同左女子大ノ習i瑚J大ノ字部美術研究雷

名日原女子大掌生活科辛研究所

i．I勅i」町ふるさと飾J RY

青森県理成文化時調布セ／夕

東北電力

日本うるし掻き技術保存会

彩潮Il妹予習センター一

桁烏正己童文化センターー

地質調性所

栃木県埋硬文化1日センタ、・／／一・

校眉間1月那加調布会

埴上井、il民俗文化センタ　ー

朝霞巾泉水iIi i、ノ原追跡調査会

千葉県文化財センター

日成考古掌l彫i拘l

社会敦台Iil彫朝

帥謹臥　佃割帥状7口鮎囲II読会∴東レ利，振興会

付出当謡）、′，問l／剛刷出世堀は陶冶

件】届絡大・7両肝紺油川間宮期字研船

名吊“細雪大，i朝子剛勅）、′il細il塵セ／タ一

名占I詰造）杉芸術大′紺Ij属し対語館

愛知大′章総合郷上研究所
ノ妥知夫雪女享有

愛知大子据櫓敦蕨、謀

愛知県－‘′芸術）、子日本画研究率

l離間十一′大ノ」弓、間文化′予部

種制定大雪密教質料研究所

京都＿L芸繊細大子美術上芸霜枯締

高邦人ノ声総合士別勿鉦

高潮宙女子大ら

立命飾大′封印奈、画iiミI－／アム

立命館大子吏′石部

仏敦夫′章絡合研究所

同工、仕）、′祁全史寮科飾

閤曲大字博物館

大阪大半文ノ誰彫需iぢ日宇研究室

近畿大字民俗掌研究所

神目女子大′都能／泉質告白、

天理大′J年IJ届天理参考飾

jLli憧業大（，主潮丁′、子会

九州人′、瑠総合研究十悟勿飾

）lJ児島等！，生麦

喉日出l開聞i品等ノ、揮交

岐阜農林高等′、習交

岐阜大字教育ノ需ii

岐出直′女子短期大′、了

東海女子大子

ii畑i当一徳守雄i大雪

中部半焼大半　中部｝判定大′雄17朋大l浩ii

岐i詰経済人雪

lii畑阜樟済大半地域経瀞研究所

大事女子短期大字

i股間医療技1I酷刑大子

地ノ引’庸子大・手校

′出勿多様用センター

文化環境Iiji先手リl

iii武

発明協会

日本芸術文化振興会

仝1両勘疎地域活性化達盟

「1本ユネスコ協会通間

11本I剖li仇全

面l日栄境省理財旧

日本地震与会

機伐産業，，己念事業団

日本i掌全

日本日課保譜協会

ii同会事鵜局

Ii然ナ科新研究セ／ダー

当和析念事業利用）信金

ハルナノン多摩

浩一ラ伝絡文化振興財同i

部、i′′㌢校遺跡副査余

丁代用kilLi居間追跡調奔余

日本ナショナルトラスト

東京貝類ii順子仝

月間彫師i・文化空間研究所

マルチメディア振興センター

アシア女性基金

地域創造

東京都地蔵文化財センタ一

部i人il郎亦調布会

日本文化芸紬J州寸i

ii本美術陸

美術供葉部

地域開発研究所

1．諦紬′Ji芸品南米操典協会

落川　　の宮ノ凱掴調査会

l）パーフロント整備センター

かなかれ考iii半期回

上川文佃i捕i究所

I用布ij立11本民家固

平岡諜境fi′揮研究所

神奈川白状保全研究会　　　　　　　　　大中吊文教協会

伊勃I点吊NOi60遺跡発掘調査i同　　　　大」申子文化財保捜協会

大成来場遺跡発」帖周布回　　　　　　　　収i宮口民1回1日促進協

神余日慎一ilii伏保譲センタ　　　　　　　時日県中居日救出祐美奈

松代藩文化施1，畑理出所細i　　　　　　　来海地理研究会

宮川川里蔵文化財調布事務所　　　　　　気品尺俗文化の奈

「高i肌理成文化Ll仁ピンク　　　　　　　　　同順常会川畑川1言語i；

有Ii帆rlii山伏l枯葉センタ

神川旧型成文化期調布センターー　　　　11本野鳥の会iii出川文部

鳩池観察館　　　　　　　　　　　　　　　収印i槻iii代文化研究会

i嗣（机上理蔵文化則調査研究所　　　　　八ii榊町文化財保諏協会

変相川里成文化Jiすセンター　　　　　　　天候農業改良普及センタ

屡加県文化振興iI収用　　　　　　　　　開I出目i神目

中部建。封窃会　　　　　　　　　　　　　飛騨孝，i詳余

l耕一く仕）帥）溌全　　　　　　　　　　　　日本美術月剣淵鞘l

中部日本書道全　　　　　　　　　　　　品広軌

東海考iI詳ソ，　ラム　　　　　　　　　美術年昭川

中ii潮加味懇談会　　　　　　　　　　　　さようせい

出世軌歳文化財センタ一　　　　　　　　組群i皇類従完成会

二百動物写会　　　　　　　　　　　　　　原点実証i

海蛍県理蔵文化財センタ　　　　　　　　ナノメ、間柄＼画

滋質点俗字全　　　　　　　　　　　　　部i史談会

滋賀県琵琶湖研究所　　　　　　　　　　宮lt小向防

11本イヌリシ研究会　　　　　　　　　　北上問詰房

葉婆文化財修理所　　　　　　　　　　1時美濃わが椋間

中信実在」醤励基金　　　　　　　　　　　当lL付

坂町郡fI公教育研究会文化財部会　　　同Iii、用嗣i

京都和幸　　　　　　　　　　　　　　i休、i　耀）

点一間Ii飾文化研究財申」　　　　　　　中子鮎

国民融合を妨ぎ痛【椿問題全国合流∴∴コスモ石油l枕）

古代写il行き　　　　　　　　　　　　　　淡交日

間祭日本文化研究センタ　　　　　　　　出初細I旧（

剛帖ミ7－／Tム不日＼ワーク柚頓有刺冶　岐阜新間情撮センター

日本′†命財田

神子1両里歳文化財ピンク　　　　　　　［個人］

コクヨ株式会引　　　　　　　　　　　　　　航∴宮1

大阪府文化財。Iiiii杏研究センタ一

里l旧一文化研究所

川奈実証

ユ不ス三上アシア文化センター

）L興埴文化日付匪究所

シルクLI　ド揮研究セ／タ

間同県自殊保惟センタ

ii虹自県川1歳文化財センター

香川県埋蔵文化財調布センターー

l＿‖l川l文化財同

国、）熊当製作リf

此（杵再教育振典余

部聞直埋蔵文化財セ／夕

原のjI遺跡調査串楊所

岐中黒博物館友の会

森∴∴祝

有川　周東
ノ友耀iil，ノ∠

篠原

大畠　真美

増同たつI

煩貴∴朕文

」姐l　幸夫

l有漢∴友厚

収阜県文化期保護協会　　　　　　　　　中　　山J

肱1，用文化財保漉センター　　　　　　小野本品砦

岐し目星歴史質料保存i就余　　　　　　　丁貴∴1旧

世界文化村きふ通常i茄短さ∴∴∴∴∴樋口　久ii、

創Ii用：－到i畑1県広服部　　　　　　　　旧1－11弘

慾斎研究会　　　　　　　　　　　　　　化　　　し。

各務原古川歳文化財調布セ／タ一　　　品水　曜男

多清見吊文化財保護センター　　　　　古木　　旧

日本教育全

般†県昆虫同好会

養老文化財保護協会
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〔利用状況〕

1　入館者数

本年度は、入館者数50，848人で前年に比べて33，985人

40．1％の減少となった。これは、夏の特別展「海を渡

った明治」及び秋の特別展「すぼらしさ東濃の11然」

が前年度特別展に比較して入館者が少なかったことが

彫響している。

また、開館口数は307日であり、l H平均の入館者数

は166人であった。また、　一日の入館者が最も多かった

旧ま、11月3日で1，130人を数えた。月別の入館者数は

石衣のとおりである。団体入館者数をみると1，549人で、

入館総数の約0．03％であった。月別では8月が303人で
一番多く、同体入館者総数の19．6％を占めている。

春季特別娘及び秋季特別展期間中
の入館者数は下表のとおりである。

入館総数は25，505人を数え、　一口平均

は250人であった。）

月 傅ﾉ(hﾘ)�b�大学生 �ｨ�YL｢�計 丶ｨｭ佰ｹ�B�i口平均 

4 ��3c#b�38 �(�C#3B�3，898 �#b�150 

5 �(��S32�52 �8���3R�5，620 �#b�216 

6 ����ccb�103 ��������3、587 �#b�138 

7 涛S2�157 ���C鼎b�3，056 �#b�118 

8 ����Sッ�103 滴�3#sR�5，964 �#r�221 

9 涛�b�52 �8�C��2�3．971 �#b�153 

10 滴�3CC"�90 �(�CccB�7．196 �#b�277 

11 �8���C2�33 滴��C#��7、505 �#b�289 

12 �3s��17 ���3��"�2，189 �#2�95 

1 鉄c��29 ���Cs���2、301 �#B�96 

2 都32�69 ���33s��2，173 �#B�91 

3 ���3�#2�27 �(�333��3，388 �#r�125 

計 �����CC"�770 �3��Cc3b�50．848 �3�r�166 

特　別　展　名 弍ｨ����ｭB�小l癌生 ��X6ﾙKﾉD��一般 佗b�

海を渡った明治 度��#�-c������2，426 ��湯�7，529 ����3�SB�

すぼ引ノき鵬の目星再発見 祷��(�9mｨ��#b�7，727 ���3b�7，488 ��X�33S��

計 ��10，153 �33R�15，017 �#X�3S�R�

2　施設利用
ノ両年度の講堂及び研修室等の利用者は、次のとおり

であった、

〈講常〉

岐阜県警察ノ、㌢校初任科生研修
岐阜県文化行政担当課長会議
岐阜県文楽・能保存振興協議会総会
岐阜県小′、予校社会科研究部会研修会
甲中林整備ボランティアリーター育成講座

岐出勤、中朝、贈女育研究会技術家庭科研究部会
岐阜県高等半枚教育研究会公民地歴部会
岐阜県高等宰校特殊初任者研修
岐阜野尻湖友の会字習会
甲中林整備ボランティアリーダー育成講座

岐阜直中車掌校教育研究会研修会
中部字隙大雪社会教育課題研究学外研修
岐阜県理科教育研究会研究発表会
警察友の会中濃支部研修会
坂下町文化財蕃議会研修会
岐阜大学教育l宇部博物館資料演習講座
岐阜大学教育学部博物館質料演習講座
岐阜大掌教育学部博物館資料演習講座
岐阜大学教育学部博物館資料漬瑠講座
岐阜大半教育学部博物館資料演習講座
妓中県南等半枚理化教育研究会・化字委員会
岐阜県教育センター科字作品展
岐阜県高等半枚教頭協会普通科部会
破宇県中、許郊技術家庭科研究部会代議貴会
i岐阜県小I、揮校村会科研究部会代議員会

4　／29 弍)XﾉT况hﾔY:饂�+(ﾛ位Hｸh檍ﾊH�8橙�

6／　3 �(iEｩ�ﾉ8y9儘h釖hI�H怦鬨菜,hﾊH�2�
7　／15 弍)>ﾈ��wHｾX檍ﾊH�8橙�

7　／23 弌�畠}��餔X7ｸ8�986X4(4�8ｨ�ｸ5��ｸ孜�ﾈﾗXﾜ��

8　／22 儖ﾉEｩ&顏ｨﾘ)9僵ﾉhx��ﾎｨ怦ｻ8醜8��ｸ4�5h8x6(7B�

9　／27 弍)Xﾈﾊxﾘ)9乂xﾕｨｻ8支ﾊHｸh檍ｻ9:ｩYH檠OﾉEｩ&霎b�

10／31 俘Hﾟﾈ��(hﾔh釐ｻ8支ﾊHｸh檍ｬ(ｺｸｻ8孜YH檍ﾊH�8橙�

11／24 亊h�9zy��&ﾘ抦鬨ﾕｨﾊH�8橙�

〈ハイビジョンホール〉

il／10 伜"�支阜県化学研究会 

10／　9 伜"�i阜県警察雪枝初任科生研修 

2／26 剳ｶ化財保護行政担当者会議 

〈郷土学習室〉

岐阜乗馬等学校生物科学同好会研修会

〔博物館関係団体〕

1　岐阜県博物館協会

岐阜県博物館協会は、「会員相互の連絡提携のもと
に社会教育の健全な推進と文化の向上に含与するこ
と」を）庸勺に、昭和41年に設立された。

公開講座（年4回）、機関紙発行（季判）、会員研
修会（年3回）等の諸活動をくり広げ、設立の目的に

沿うように努力した。

主な役員は次のとおり／，

名誉会長…梶原拓、会長…浅野勇、副会長‥・青木允
夫、上野守、遺族福神、理事長…松本＿IL：、草薙局は

岐阜県博物館i小二ある（，

〈主な事業〉

役員会及び通常総会
第84回公開講座
機関紙委員会
第4帥ii会員研修会
東海地区博物館通絡協議会総会
第85回公開講座
機関紙「岐下の十刺勿館」第130号発行
第47回会員研修会
第86回公開講座
東海　三県博物館協会交流研修会
機関紙「iii如lの博物館」第131号発行
仝I＝帥事物飴大会

第48回会員研修会
機関紙「岐阜の博物館」第132号発行
会員研修委員会
第87回公開講座

の博物館」第133号発行

／
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2　岐阜県博物館友の会

今年度は一般会員数505名、後援会員27口で昨年度に

比べ会員数が増加した。会員数増加は会員個々の生涯字

綱盲動への参加意欲の高まりや、探訪の旅の充実、博物

館普及係による会員数増加のための広報活動、会員によ

るクチコミの結果であると考えられる。

友の会の中心行事である探訪の旅は4回行なった。

第1回（5月17日）京都探訪の旅（入党立、錠安手、

京都刺繍会館）大覚立、竜安寺ともに特別拝観を行っ

た。，入党寺での薄茶のもてなしは一日の旅の疲れを点れ

させてくれた。　　　　　　　　　　　　参加者87名

第2回（9月17－23日）海外探訪の旅（中国・血中

探訪）雲母石窟をメインに懸空寺、華厳、l∴　玄中、手等を

探訪、いずれも現地専門家による特別解説がつき、充実

した探訪であった。今回で111回三大石窟をすべて探訪し

たことになる。　　　　　　　　　　　　参加者39名

第3回（11月6日）奈良探訪の旅（正倉院展、薬師

寺）薬師寺では岐阜県出身の副執事、村上太胤氏の牡別

のはからいにより、二重の塔のi）、虚け、建築中の講堂まで

見せていただいた。講堂の大屋根の瓦に直接手を触れる

など、感激もひとしおであった。　　　　参加者125名

第4回（3月4H）営滞探訪の旅（世界タイル博物

館、常滑肩街）′嵩湘市のボランティアの方々の案内で10

班に分かれて高向探訪を行った。今までにない家庭的な

雰囲気での探訪であった。）　　　　　　　参加者117名

いずれの探訪も中中、宰芸員の解説や関連事頑のビデ

オを鑑賞、現地では専門家の解説を依頼するなどした。

また、いずれの探訪の旅も定員を超え、参加者からは多

くの質問が吊るなど有意義な探訪の旅であったっ

会員によるボランティア活動

昨年までは、七草粥の時のみであったが、本年皮より

巳革粥の時は勿論であるが、夏・秋の特別展や、博物館

との共催事業においてもボランティアとして活動をした。

生涯学習の市城からも、また、友の会の設立主旨からも

今後はこの方面においても更なる充実を図ることができ

ればと考えている。

特別展・講演会は東京国立博物館陶磁室長伊藤嘉章

氏による「万国博覧会日本の上芸」の講演を、また、バ
ードカービングやフェアリーランプの夕べなどを行い、

多数の参加者を得て、騎兄裏に終えることができた。

恒例になった、特別行事「七草がゆをたべよう」は、

会員のボランティア活動として定着しており、特に今年

度は日曜日でもあり400食を準備したが、最後の方々に

は召し上がっていただくことができないほど、無病忠災

を願う人たちで賑わった。）

博物館の普及活動については、特別陳列の「描かれた

衝道」展や特別紹介展「ようこそ、石の世界へ」のチラ

シの印刷や特別展の図録「海を越えた明冶」、「すぼらし

さ束濃の自然、再発見」の発行を行なった。

来年度も、会員の確保、探訪の旅の充実とともに出

物館の特別展や講座、催し物への会員の積楠的な参加や

ボランティア活動への参加を呼びがナ、「博物館事業の

普及、会員相生の教養と親臨」を深め、「魅力ある友の

会」、「誰でも気軽に参加できる友の会」をH指し、今年

度の反省をもとに健全な運営、創意工夫ある企画を進め

たい。

平成12年度の主な事業、行事は次の通りである．

1　会議

役員会　　　4月2月i　　　総会　　　4月23日

役員会　　11月3日　　　　三役会　　2月23H

探訪の旅委員会　　　5／23，6／21，切12，2／2

2　研修事業

（1）探訪の旅

本物の京都を訪ねて　　　　　　5／17　　　　87名

中国・山西雲崩石窟を訪ねて　　9／17へ23　　39名

止倉院展・楽師吉を訪ねて　　11／6　　　125名

士古窯の　つ常滑焼を訪ねて　　3／4　　　117名

（2）文化講演会

「万国博覧会と日本のi．芸」　東京国立博物館

伊藤嘉章先生　　8／20

3　会般発行

第63号一第66号　　A4　6頁　　　　　各400部

4∴資料などの作成と碩布

（1）特別展図録「海を越えた明治」　　　　1000冊

「すばらしき東濃の自然」　1600冊

（2）「描かれた街道」展チラシ作成　　　　14000枚

「ようこそ、有の世界へ」娘チラシ作成　8000枚

5　その他

（1）博物館との共催事業の実施

特別行事　　「百年公匿l　博物館を写生しようl

「岐阜の化石ゼミナール」

r L茸がゆを食べようl

たのしい十鞘勿館「火起こし器を作ろうi

「クイズで探検！！博物飾」

「化石をつくろう」

「恐竜ナイトツアー」

「フェアリーランプの夕べ」

十鞘勿館講座　「バードカービングl　　　　2回

「博物館だより」増刷　　71へ7台ナ∴∴∴各背0部

（2）会員入館料の補助と図書のノ調曽

特別娘、常設館入館料補助

博物館し判書資料の雷贈

ー34

［

　

　

　

〓

　

　

‥

H

2

　

　

T

J

　

2



Ⅳ　利　用　案　内　（平成13年度）

●開館iI描］　4月1日－1（用31日　〔同寺－16時30分

11月liト3月3111　9「け30分へ16時30分

（入館は16時まで〉

●入館料
iメ　　分 剏ﾂ　　人 漠w�m���#��ﾈ決�8�｢�

般 �320円 �#c�冷�

大　字　′ ��110iiJ 店���ﾄ｢�

小・中・－ ��無　料 �����{��

※鮎川庚開催中は入館料がかわります、，

●休飾Ll l川和「（月曜日が祝日または振替休Hの場合はその翌日）

年末年始（1211281ト1月31日

●鳩車丁子場　　博物館にはI肘車場がありませんので、山中公園の憶巨Ti揚をご利用ください。

陣中料金…普通（韓）日動卓300ilL　ハス82（用

●交　通　　名鉄美濃町線　小屋名駅手中　徒掠15分

岐　阜　バ　ス　小屋名卜中一　　徒歩15分

自家用車をご利用の場合は、日中公園北口からお入り　十さい（、

交通案内因　　襲憲醤結誌名縫漁咽　至批八和白 
・名薮美濃印綬／ 
・螺曳パス 

㊥灘／蟹擬 
J詫露訳　　　　　醒縮刷。固唾 
至難　　　多　　軸21号緑　　　　線霊を繍！ 

国道22号線 

・東海北陸自動蔓適一一｛ �ｨｭh4898堀�ﾈ*�.ｹj�YZ｢�
・名鉄桑漁町線一一一一一 ��ｸ抦夐kﾉo8岔�)6ｹ^��YZ｢�
”岐呈バス岐島上之腺線 ��

八幡線－ �ｨ馼�ｦX7�5囲�岔�)6ｹ^��YZ｢�

縁名古屋－C
窒静岡・東京

〒501－3941岐阜県闇市小屋名字中洞1989　℡（0575）28－31111、代表）FAX（0575）28－3110
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